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　災害時は、家庭の電話や携帯
電話がつながりにくくなること
があります。そんな時、30秒の
メッセージを登録できるのが災
害用伝言ダイヤルです。

●メッセージの録音方法
①局番なしの171をダイヤル
②音声の指示に従い自分の電話番号を入力
③伝言を録音

●メッセージの再生方法
①局番なしの171をダイヤル
②音声の指示に従い相手の電話番号を入力
③伝言が再生される

災
害
へ
の

備
え
は

大
丈
夫
で
す
か
？

９
月
１
日
は
、
関
東
大
震
災
を
教
訓
と
し
て
制
定
さ
れ
た
防

災
の
日
で
す
。
本
市
で
は
、
新
燃
岳
の
噴
火
に
伴
い
、
降
灰

に
よ
る
土
石
流
へ
の
警
戒
が
今
も
続
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
台
風
や
豪
雨
に
よ
る
自
然
災
害
も
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る

た
め
、
防
災
の
日
を
機
に
、
各
家
庭
で
も
防
災
対
策
に
つ
い

て
話
し
合
い
、
災
害
時
に
慌
て
ず
行
動
で
き
る
よ
う
に
準
備

し
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ　

危
機
管
理
課　

☎
23‒

２
１
２
９

安
全
な
避
難
路
の
確
認

避
難
時
の
心
掛
け

正
確
な
情
報
収
集
と
自
主
避
難

避
難
時

避
難
時
のの
心
得
心
得

　

避
難
所
ま
で
の
経

路
は
あ
ら
か
じ
め
家

族
で
話
し
合
い
、
自

分
た
ち
で
決
め
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

　

ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
の
最
新
の
気
象
情

報
や
避
難
情
報
を
入

手
し
ま
し
ょ
う
。
テ

レ
ビ
の
デ
ー
タ
放
送

で
は
、
雨
雲
レ
ー

ダ
ー
や
降
水
量
を
見

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
雨
の
降
り
方
や

河
川
の
水
位
に
注
意
し
、
危
険
を
感
じ

た
ら
早
め
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

　

避
難
す
る
と
き
は

動
き
や
す
い
格
好

で
、
複
数
で
の
行
動

を
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。

　気象情報や避難勧告・指示の発令状況な
どの各種防災情報をメールでお知らせしま
す。
〈配信情報の内容〉
・避難準備情報
・避難勧告
・避難所の開設
・火災情報
・その他重要災害情報ほか

【登録方法】　
携帯電話またはパソコンから宮崎県防災・
防犯情報メールサービス
http://www.fastalarm.jp/miyazaki/にアクセ
スして、登録をしてください。
※免責事項に留意の上、登録をお願いします

避難場所
文

　

お
年
寄
り
や
子
ど

も
、
病
人
な
ど
は
早

め
の
避
難
が
必
要
で

す
。
近
所
の
人
は
避

難
に
協
力
し
ま
し
ょ
う
。

※
浸
水
す
る
恐
れ
の
あ
る
地
域
や
西

岳
・
山
田
地
区
の
降
灰
地
区
に
住
ん

で
い
る
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
な

ど
、
手
助
け
が
必
要
な
人
は
市
が
避

難
の
支
援
を
行
い
ま
す

最新の気象情報をメールでお届けします！大切な人の安否確認ができます！

日時　10月14日㈮　11時～ 15時
場所　市役所西館　1階ロビー

体   験
イベント

９
月
１
日
は　
「
防
災
の
日
」

お
年
寄
り
な
ど
の
避
難
に
協
力
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新
燃
岳
噴
火
後
の

国
や
県
の
土
石
流
対
策
を

紹
介
し
ま
す

1荒川内川上流に新設した仮設導流堤
2監視カメラ（８カ所に設置）
3河川沿いに敷設した大型土のう（火山灰を有効活用）
4国土交通省と災害支援協定締結（８月３日）

国
や
県
の
さ
ま
ざ
ま
な
土
石
流
対
策

　

国
や
県
は
、
荒
川
内
川
や
荒
襲
川
で

砂
防
ダ
ム
の
新
設
や
堆
積
し
た
土
砂
の

除
去
、
大
型
土
の
う
の
敷
設
な
ど
、
西

岳
地
区
と
山
田
地
区
の
土
石
流
対
策
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
雨
量
計

や
ワ
イ
ヤ
ー
セ
ン
サ
ー
を
増
設
し
監
視

体
制
も
強
化
。
こ
う
し
た
観
測
機
器
か

ら
の
雨
量
情
報
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

避
難
を
呼
び
掛
け
る
際
の
重
要
な
判
断

材
料
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

災
害
協
定
で
迅
速
な
対
応
が
可
能
に

　

８
月
３
日
、
国
土
交
通
省
と
本
市
は

災
害
支
援
に
関
す
る
協
定
を
締
結
。
台

風
の
襲
来
や
新
燃
岳
の
噴
火
な
ど
で
災

害
発
生
の
恐
れ
が
あ
る
場
合
に
、
国
か

ら
の
職
員
の
派
遣
や
防
災
機
器
の
配
備

な
ど
の
支
援
を
直
接
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
よ
り
迅
速
な
対
策

が
取
れ
る
体
制
が
整
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
国
や
県
と
連
携
し
な
が
ら
、

災
害
対
策
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

１

２

３

４

災害が発生して、支援体制が整うまでに約３日間かかるといわれ
ています。いざという時のために、日頃から食の備えをしっかり
行い、非常時でも対応できる知恵を身に付けておきましょう。

◎問い合わせ　健康課　☎23-2765

持ち出し品は防災袋に
　必要な品は防災袋などに入れ、いつでも持ち
出せるようにしておきましょう。食品は家族が３
日間で必要な量を準備しましょう。

買い置きした食品の有効活用
　非常時に備えて買い置きした食品の賞味期限
または消費期限は切れていませんか？
　定期的に点検して、期限が切れる前に普段の
食事で活用しましょう。

紙皿、割り箸、紙コップ、
はさみ、救急箱など
　治療薬や保険証、老
眼鏡、健康手帳なども
持って避難しましょう。
※ガスや電気、水道な

どのライフラインが止まることも考えて、
カセットコンロやポリ袋、ラップなども準
備しましょう

飲料水１人１日３ℓ、乾パン、水で戻せる加
工米、レトルト食品、缶詰（缶切り不要なタ
イプ）、カップラーメン、チョコレートなど
　この他、乳幼児用のミルクや離乳食、哺
乳瓶、高齢者向けのかゆや
とろみ調整食品など、食事
に配慮が必要な人に対し、
それぞれの状況にあった食
品を備えましょう。

食品（例）

食品以外

災害時の食食の備え

3 Miyakonojo City Public Relations 2011.9



す
。
ま
た
物
資
に
つ
い
て
は
、
１
８
６

件
の
提
供
が
あ
り
、保
存
食
や
飲
料
水
、

タ
オ
ル
な
ど
を
、
県
を
通
じ
て
被
災
地

へ
届
け
て
い
ま
す
。

◆
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

質
１
本
市
の
公
共
施
設
に
お
け
る
太
陽

光
発
電
設
備
の
設
置
状
況
と
、
今
後
の

増
設
や
蓄
電
シ
ス
テ
ム
設
置
に
つ
い
て

　

６
月
議
会
で
は
、
５
日
間
に
わ
た
り

一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
22
人
の
議
員
が

質
問
に
立
ち
、
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

◆
東
日
本
大
震
災
の
救
援
策
に

つ
い
て

質
１
本
市
と
し
て
の
東
日
本
大
震
災
被

災
者
へ
の
救
援
や
復
興
支
援
策
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

答
１
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
で
本
市

に
避
難
し
た
人
は
、
当
初
、
宮
城
県
・

福
島
県
・
茨
城
県
・
千
葉
県
・
埼
玉
県
・

東
京
都
か
ら
の
10
家
族
26
人
。
避
難
理

由
は
地
震
・
津
波
被
害
に
よ
る
避
難
、

福
島
県
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ

る
避
難
区
域
か
ら
の
避
難
で
し
た
。

　

現
在
は
、
５
家
族
15
人
で
、
う
ち
１

家
族
３
人
は
市
民
か
ら
の
住
宅
提
供
を

受
け
、
他
の
世
帯
は
実
家
で
の
避
難
生

活
と
な
っ
て
い
ま
す
。
避
難
者
に
は
、

住
宅
の
情
報
提
供
を
は
じ
め
、
保
育
園

の
入
園
手
続
き
や
水
道
料
金
・
国
保
税

の
減
免
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
地
の
復
興
支
援
に
つ
い
て
は
、
消

防
局
と
水
道
局
の
職
員
を
い
ち
早
く
被

災
地
へ
派
遣
し
た
ほ
か
、
宮
崎
県
市
長

会
を
通
じ
、
避
難
所
運
営
支
援
の
た
め
、

宮
城
県
気
仙
沼
市
へ
市
職
員
を
派
遣
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
、
こ
の
よ
う
な
支

援
を
続
け
、
一
日
も
早
い
復
興
を
願
っ

て
い
ま
す
。

質
２
被
災
地
へ
の
義
援
金
・
救
援
物
資

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
２
６
月
８
日
現
在
で
２
、７
６
１
万

７
、１
９
３
円
の
義
援
金
が
日
本
赤
十

字
社
都
城
市
地
区
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

伺
い
た
い
。

答
１
庁
舎
南
別
館
や
一
部
の
学
校
を
含

め
、
17
カ
所
に
太
陽
光
発
電
設
備
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
増
設
な
ど
に
つ
い
て
は
、
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
積
極
的
な
活
用
を
図

る
た
め
に
、
更
新
時
期
を
迎
え
た
施
設

を
中
心
に
設
置
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
蓄
電
シ
ス
テ

ム
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
蓄
電
池
の
性

能
の
向
上
や
低
価
格
化
が
図
ら
れ
、
投

資
効
果
が
高
ま
れ
ば
、
導
入
を
考
え
る

こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

質
２
本
市
の
公
共
施
設
の
中
で
地
中
熱

利
用
が
あ
る
か
伺
い
た
い
。

答
２
本
市
で
は
、「
ラ
ス
パ
高
崎
」
が
地

中
熱
を
利
用
し
て
お
り
、冷
暖
房
や
プ
ー

ル
の
保
温
、
床
暖
房
な
ど
に
利
用
し
て

い
ま
す
。

平
成
23
年
第
３
回
市
議
会
が
、
６
月
６
日
か
ら
29
日
ま
で
の
24
日

間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
平
成
23
年
度
都
城
市
一
般
会

計
補
正
予
算
な
ど
市
長
提
出
議
案
15
件
、
諮
問
４
件
、
議
員
提
出

議
案
２
件
、
請
願
１
件
、
報
告
９
件
の
合
計
31
件
に
つ
い
て
審
議

が
行
わ
れ
た
結
果
、
請
願
１
件
が
継
続
審
査
と
な
っ
た
ほ
か
は
全

て
可
決
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
23
年
6
月
議
会

議
会
だ
よ
り

23年度補正予算（3件）
【一般会計】 　　　 5億4,331万1千円
22年度補正予算（2件）
【一般会計】 　　  18億5,280万9千円
【特別会計】 　　 　　　  252万2千円
※専決処分した予算の承認
条例の一部改正（4件）　
◇ 都城市消防団員等公務災害補償条例
の一部を改正する条例の制定について
　　　　　　　　　　　　　  ほか３件
その他（6件）
◇工事請負契約の締結について　ほか５件
諮問（4件）
◇ 人権擁護委員候補者の推薦につき議会
の意見を求めることについて　　　４件
議員提出議案（2件）
◇地方財政の充実・強化を求める意見書
　　　　　　　　　　　　　  ほか１件
請願（1件）
◇都城市歌制定に関する請願書（継続審査）
報告（9件）
◇専決処分した事件の報告について
　　　　　　　　　　　　　  ほか８件

陸前高田市内で捜索支援を行う消防局員
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質
３
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
の
市

長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

答
３
現
在
、
我
が
国
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
施

策
の
転
換
期
に
あ
り
、
国
民
的
議
論
の

中
で
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
目
指
す
べ

き
方
向
が
定
ま
っ
て
い
く
も
の
と
考
え

ま
す
。
そ
の
中
で
、
今
後
、
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
、
そ
の
重
要
性
を
増
す
こ
と

は
間
違
い
な
い
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
現
段
階
で
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
導
入
コ
ス
ト
が
高
く
、
市
税
を

投
じ
る
に
は
、
市
民
の
理
解
を
得
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の

下
、
本
市
に
お
い
て
着
実
に
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
推
進
を
図
る
た
め
に
、
校
舎

の
改
築
事
業
で
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置

す
る
な
ど
の
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
の
環
境
基
本
計
画
の
中
で
、

地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
の
太
陽
光
発

電
を
は
じ
め
と
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
普
及
、
啓
発
を
推
進
す
る
こ
と

を
位
置
付
け
て
い
て
、
今
後
も
ク
リ
ー

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ま
ち
づ
く
り
が
進
む

よ
う
努
力
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
地
域
自
治
区
の
今
後
に
つ
い
て

質
１
地
域
自
治
区
廃
止
の
結
論
に
達
し

た
理
由
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
１
地
域
自
治
区
を
設
置
し
た
目
的

は
、
合
併
に
よ
る
急
激
な
変
化
を
避
け
、

「
住
民
の
声
が
行
政
に
届
き
に
く
く
な

る
の
で
は
な
い
か
」「
行
政
サ
ー
ビ
ス

が
低
下
す
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
っ

た
地
域
住
民
の
不
安
を
解
消
、
緩
和
す

る
こ
と
で
し
た
。

　

合
併
後
の
５
年
間
で
、
あ
ら
ゆ
る
分

野
に
お
い
て
段
階
的
に
調
整
を
行
っ
た

結
果
、
地
域
住
民
の
不
安
は
解
消
、
緩

和
さ
れ
て
き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
合
併
特
例
債
な
ど
を
活
用
し
た
地

域
振
興
策
も
着
実
に
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
今
後
は
、
市
全
体

と
し
て
の
一
体
性
を
醸
成
し
な
が
ら
地

域
間
連
携
を
強
化
し
て
い
き
た
い
と
考

え
、
地
域
自
治
区
は
、
本
年
12
月
末
で

廃
止
と
提
案
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

質
２
将
来
の
総
合
支
所
組
織
体
制
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

答
２
総
合
支
所
の
機
能
に
つ
い
て
は
、

合
併
後
の
急
激
な
変
化
に
よ
る
影
響
を

考
慮
し
、
事
務
量
調
査
を
行
い
な
が
ら
、

段
階
的
に
本
庁
へ
事
務
の
集
約
を
進
め

る
な
ど
の
見
直
し
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
の
総
合
支
所
の
組
織
体
制
案

で
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
５
課
体
制
と

し
、
そ
の
後
、
27
年
度
ま
で
に
３
課
体

制
に
移
行
す
る
計
画
で
す
。
課
の
統
合

に
当
た
っ
て
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
支

障
を
来
さ
な
い
よ
う
可
能
な
限
り
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
化
を
維
持
し
、
機
動
性
や
柔

軟
性
の
あ
る
効
率
的
な
組
織
づ
く
り
に

努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て

質
１
国
保
税
の
引
き
上
げ
幅
を
抑
え
る

た
め
の
努
力
と
施
策
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

答
１
国
保
税
の
抑
制
に
は
、
歳
入
面
と

歳
出
面
か
ら
の
対
策
が
必
要
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

歳
出
面
で
は
、
は
し
ご
受
診
や
重
複
受

診
の
抑
制
を
は
じ
め
、
特
定
健
診
や
人
間

ド
ッ
ク
な
ど
の
健
診
を
促
進
し
、
医
療
費

の
節
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
保

連
合
会
が
審
査
し
た
レ
セ
プ
ト
の
二
次
点

検
を
行
い
、
適
正
な
療
養
費
給
付
に
努

め
て
い
ま

す
。
加
え

て
、
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
の

利
用
促
進

を
呼
び
掛

け
る
た
め

に
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
カ
ー
ド
を
配
布
し

て
い
ま
す
。
今
後
は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
を
利
用
し
た
場
合
の
差
額
通
知

の
送
付
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

歳
入
面
に
つ
い
て
は
、
保
険
税
徴
収

率
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

質
２
人
間
ド
ッ
ク
希
望
者
が
全
員
受

診
で
き
な
い
点
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
２
平
成
22
年
度
の
日
帰
り
人
間
ド
ッ

ク
の
定
員
は
７
０
０
人
で
し
た
が
、
受

付
終
了
後
も
約
１
０
０
人
か
ら
問
い

合
わ
せ
が
あ
っ
た
た
め
、
本
年
度
は

８
０
０
人
と
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
れ
で
も
締
め
切
り
後
の

問
い
合
わ
せ
が
多
い
た
め
、
平
成
24
年

度
は
費
用
負
担
な
ど
も
含
め
て
、
見
直

し
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

傍
聴
に
お
い
で
く
だ
さ
い

　

市
議
会
は
、
３
月
、
６
月
、
９

月
、
12
月
の
定
例
会
や
臨
時
会
で
、

市
民
の
生
活
に
関
係
の
深
い
議
案

や
請
願
な
ど
を
審
議
し
ま
す
。

　

傍
聴
席
は
、
市
役
所
西
館
６
階

に
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
自
由
に
お

い
で
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
Ｂ
Ｔ
Ｖ
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
で
も
、
市
議
会
の
中
継
放
送
や

録
画
放
送
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

　

議
会
事
務
局 

☎
23ｰ

７
８
６
９

10000

500

10000

500

医療費の
縮減
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6職員手当の状況
区　分 都城市 国

期末・
勤勉手当

　　　　　 期末手当　  　勤勉手当
６月期　　 　1.225月　 　　0.675月
12月期　　 　1.375月　 　　0.675月
　計　　　 　2.600月　　 　1.350月
職制上の段階などによる加算措置あり

す
べ
て
本
市
と
同
額

退職手当

　　　　　　自己都合　 　　 定年
勤続20年　 23.5 月分　　30.55月分
勤続25年　 33.5 月分　　41.34月分
勤続35年　 47.5 月分　　59.28月分
最高限度　　59.28月分　　59.28月分
その他の加算措置　定年前早期退職
特例措置　2～ 20％加算

扶養手当
配偶者　　　　　　　 月額13,000円
配偶者以外　 1人につき月額6,500円

住居手当 借家　　　　 　最高月額27,000円

通勤手当
交通機関利用者　 最高月額55,000円
交通用具利用者  （片道2Km以上）
　　　　　 月額2,000円～ 24,500円

3職員の平均給料月額および平均年齢の状況
区　分 平均給料月額 平均年齢

一般行政職 328,505円 43.1歳

技能労務職 337,396円 45.8歳

4職員の初任給の状況

区　分
都城市

国
初任給 採用２年経過日

大学卒 172,200円 184,200円 本市と
同額高校卒 140,100円 148,500円

5職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

区　分 経験年数10年
以上15年未満

経験年数15年
以上20年未満

経験年数20年
以上25年未満

大学卒 271,833円 327,122円 365,678円

高校卒 224,885円 274,498円 331,536円

1人件費の状況（平成21年度普通会計決算）

※人件費には、職員給与のほか特別職や各種委員
会委員の報酬などが含まれています

2給与費の状況（平成23年度普通会計予算）
※給与費とは、一般職と特別職の給与のことです

市
職
員
の
給
与
・

　
　
　
定
員
状
況

市
職
員
の
給
与
・
定
員
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
職
員
の
給
与
や
定
数
は
、
民
間
給
与
実
態
調
査
に
基
づ
い

た
人
事
院
勧
告
を
受
け
て
定
め
ら
れ
て
い
る
国
家
公
務
員
の

給
与
な
ど
に
準
じ
て
、
条
例
や
規
則
で
定
め
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

給
与
に
つ
い
て
は　
　

職
員
課　
　
　

☎
23‒

２
１
１
９

定
数
に
つ
い
て
は　
　

行
政
改
革
課　

☎
23‒

７
１
６
１
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9部門別職員数の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【各年４月１日現在　▲は減員】

区　分 職員数 対前年
増減数 主　な　増　減　の　理　由　等平成 22 年 平成 23 年

一　

般　

行　

政　

部　

門

議　会 10 10 －

総　務 295 295 －
（増）防災体制の強化、まちづくり協議会事務
（減）国勢調査事務の終了、新公会計システム構築事務
　　 の終了

税　務 121 115 ▲  6 （減）住民税賦課事務および収納事務の見直し、家屋調
　　 査事務の減

民　生 196 185 ▲ 11
（増）母子福祉事務、生活保護事務
（減）保育業務の一部を嘱託職員などで対応、社会福祉
　　 協議会派遣職員の廃止

衛　生 137 123 ▲ 14 （減）ごみ処理業務の一部を嘱託職員で対応

農　水 132 129 ▲  3
（増）口蹄疫対策のための調査事務
（減）市有林管理事務の一部を嘱託職員で対応、農業委
　　 員会分室の廃止

商　工 28 27 ▲  1 （増）商工会議所への職員派遣
（減）中小企業庁への職員派遣を廃止、観光事務の見直し

土　木 139 137 ▲  2 （減）道路維持補修業務の一部を嘱託職員で対応

小　計 1,058 1,021 ▲ 37

特
別
行
政
・

公
営
企
業
等
会
計
部
門

教　育 143 140 ▲  3 （減）学校給食センター調理業務の一部を嘱託職員で対
　　 応、図書館窓口関係事務を民間委託

消　防 178 182 4 （増）消防体制の充実

水　道 62 62 －

下水道 33 33 －

その他 87 92 5 （増）一般会計・特別会計間の支弁費目の見直し
（減）国民健康保険事務の見直し

小　計 503 509 6

総合計 1,561 1,530 ▲ 31

（注１）　職員数は、部門別の一般職に属する職員数（教育長を含む）であり、地方公務員の身分を保有する休職者や派遣
職員などを含み、臨時および非常勤職員を除いています

（注２）　各部門は、国の調査（地方公共団体定員管理調査）に基づく分類であり、本市行政組織上の各部局と一致するも
のではありません

本市の人事制度の概況は、「都城市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」
に基づき、市のホームページの「市政情報」≫「人事行政・職員採用」に掲載し
ていますので、ご覧ください。

7一般行政職の級別職員数の状況
区 分 標準的な職務内容 職員数 構成比
１級 主事・技師 62人 6.2％
２級 83人 8.4％
３級 主査 177人 17.8％
４級 副主幹・主査 364人 36.7％
５級 副課長・主幹 208人 21.0％
６級 課長 84人 8.5％
７級 部長 14人 1.4％
計 992人 100％

8特別職の給料・報酬の状況
区　分 給料・報酬 期末手当
市　長 940,000円

支給割合

６月期　1.40月分

12月期　1.55月分

　計　  2.95月分

副市長（総括担当） 755,000円
副市長（事業担当） 675,000円

区　長 600,000円
議　長 500,000円
副議長 420,000円
議　員 400,000円

※表3～8は、平成23年4月1日現在のものです。また、表4、5、7は、一般行政職の状況です

  職員の処分の状況
　平成 22 年度に休職処分された職員は 13 人で、処分理由は 12 人が病気休職、1 人が起訴休職となってい
ます。懲戒処分を受けた職員総数は 8 人であり、処分理由は交通法規違反、軽犯罪法違反、指導監督不十
分などとなっています。

10
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佐
伯
祐
三 

明
治
31
年
〜
昭
和
３
年

　

大
阪
の
光
徳
寺
の
次
男
と
し
て
生
ま

れ
ま
す
。
大
正
12
年
パ
リ
に
旅
立
ち
、

ヴ
ラ
マ
ン
ク
や
ユ
ト
リ
ロ
に
影
響
を
受

け
て
、
ポ
ス
タ
ー
や
広
告
が
貼
ら
れ
た

パ
リ
の
街
角
を
題
材
と
し
た
作
品
を
制

作
。
大
正
15
年
に
一
時
帰
国
し
、
国
内

に
お
い
て
も
高
い
評
価
を
得
ま
し
た
。

鋭
く
黒
い
線
描
と
暗
い
色
調
の
中
の
鮮

や
か
な
色
使
い
を
特
徴
と
し
て
い
ま
す
。

　

昭
和
２
年
夏
、
京
城
（
ソ
ウ
ル
）
の

山
田
の
も
と
を
訪
れ
、
シ
ベ
リ
ア
鉄
道

経
由
で
再
び
パ
リ
へ
向
か
い
ま
す
が
、

結
核
を
患
い
、
精
神
も
病
ん
で
い
た
佐

伯
は
30
歳
の
若
さ
で
こ
の
世
を
去
り
ま

し
た
。

山
田
新
一 

明
治
32
年
〜
平
成
３
年

　

台
湾
で
生
ま
れ
、
旧
制
都
城
中
学
校

（
現
都
城
泉
ケ
丘
高
校
）
で
学
び
、
東

京
美
術
学
校
（
現
東
京
芸
大
）
を
卒
業

後
、
京
城
（
ソ
ウ
ル
）
に
移
り
、
朝
鮮

半
島
で
の
美
術
展
や
帝
国
美
術
展
に
出

品
。
昭
和
３
年
パ
リ
に
旅
立
ち
、
亡
く

な
る
直
前
の
佐
伯
を
見
舞
い
ま
し
た
。

戦
後
は
、京
都
に
住
み
昭
和
25
年
に
は
、

日
展
で
岡
田
賞
を
受
賞
、
日
展
参
与
や

光
風
会
名
誉
会
員
を
務
め
ま
す
。
そ
の

間
度
々
渡
仏
し
、
色
彩
豊
か
な
風
景
や

人
物
を
数
多
く
描
き
、
フ
ラ
ン
ス
政
府

か
ら
国
家
功
労
騎
士
十
字
章
勲
章
を
授

与
さ
れ
ま
す
。
昭
和
63
年
都
城
市
名
誉

市
民
と
な
り
92
歳
で
死
去
し
ま
し
た
。

佐
伯
と
山
田
２
人
の
絆

　

山
田
は
、
旧
制
都
城
中
学
校
に
在
学

中
、
美
術
教
師
の
影
響
を
受
け
画
家
を

志
し
ま
す
。
卒
業
後
、
美
大
受
験
の
た

め
に
学
ん
だ
川
端
画
学
校
で
出
会
っ
た

二
人
は
翌
年
そ
ろ
っ
て
東
京
美
術
学
校

に
入
学
。一
緒
に
ス
ケ
ッ
チ
旅
行
に
行
っ

た
り
、
展
覧
会
を
開
い
た
り
、
心
か
ら

の
親
友
と
し
て
深
い
絆
で
結
ば
れ
て
い

ま
し
た
。
東
京
美
術
学
校
を
卒
業
し
、

京
城
（
ソ
ウ
ル
）
に
居
を
構
え
た
山
田

が
よ
う
や
く
渡
仏
し
た
パ
リ
で
生
前
の

佐
伯
と
最
後
の
面
会
を
し
た
の
も
何
か

の
縁
で
し
ょ
う
。
30
歳
で
早
世
し
た
佐

伯
と
は
逆
に
、
山
田
は
92
歳
ま
で
絵
筆

を
握
り
ま
し
た
。

会
期　

10
月
15
日
㈯
〜
12
月
4
日
㈰

９
時
〜
17
時　

月
曜
日
休
館

入
場
料

一
般　

８
０
０
円
（
６
０
０
円
）

高
・
大
学
生　

６
０
０
円
（
４
０
０
円
）

中
学
生
以
下　

無
料

（ 

）内
は
前
売
り
、
20
人
以
上
の
団
体
な
ど

都
城
島
津
伝
承
館
特
別
企
画
展
の
入
場

券
の
半
券
を
提
示
し
た
人
は
、
団
体
料

金
で
観
覧
で
き
ま
す

講
演
会　

11
月
13
日
㈰　

14
時
〜

大
阪
市
立
近
代
美
術
館
建
設
準
備
室

熊
田
司
さ
ん
に
よ
る
講
演

「
山
田
新
一
が
見
た
佐
伯
祐
三
」

都
城
市
立
美
術
館
開
館
30
周
年
記
念

素
顔
の
佐
伯
祐
三
と
山
田
新
一
展

佐伯祐三
「リュクサンブール公園」
田辺市立美術館所蔵

山田新一
「湖上客船」
都城市立美術館所蔵

佐伯祐三
「モランの寺（サン・ジェルマン・シュル・モラン）」
東京国立近代美術館所蔵

市
立
美
術
館
は
昭
和
56
年
、
県
内
初
の

美
術
館
と
し
て
開
館
し
、
今
年
で
30
周

年
を
迎
え
ま
す
。

収
蔵
品
は
１
０
０
０
点
を
超
え
国
際
的

な
作
品
も
加
わ
り
充
実
し
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
企
画
展
で
は
、
山
田
著
「
素
顔

の
佐
伯
祐
三
」
を
も
と
に
二
人
の
作
品

の
ほ
か
、
友
情
の
絆
を
示
す
直
筆
の
手

紙
な
ど
、
貴
重
な
資
料
の
数
々
を
展
示

し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

美
術
館　

☎
25‒

１
４
４
７
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初
の
大
名
資
料
展
示

重
要
文
化
財
立
花
家
文
書
を
は
じ
め
、

甲か
っ

冑ち
ゅ
う

や
変
わ
り
兜か

ぶ
と

な
ど
の
武
具
、
藩
主

や
そ
の
夫
人
が
愛
用
し
た
煙た

ば
こ草

入
れ
や

婚
礼
調
度
な
ど
、
近
世
大
名
立
花
家
を

象
徴
す
る
伝
来
品
を
公
開
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

都
城
島
津
邸

　
　
　
　
　
　
　

☎
23‒

２
１
１
６

立
花
家
の
誕
生

　

立
花
家
は
江
戸
時
代
を
通
じ
て
柳
川

の
地
（
現
福
岡
県
）
11
万
石
を
治
め
た

大
名
家
で
、
戸べ

っ

次き

道ど
う

雪せ
つ

を
始
祖
と
し
ま

す
。
彼
は
大
友
宗そ

う

麟り
ん

の
重
臣
と
し
て
活

躍
し
、
１
５
７
１
年
に
宗
麟
か
ら
立
花

城
を
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
５
７
５
年
、
男
子
が
い
な
い
道
雪
は

娘
誾ぎ

ん

千ち

代よ

に
家
督
を
譲
り
、
１
５
８
１

年
に
大
友
氏
の
家
臣
で
あ
っ
た
高
橋
紹じ

ょ
う

運う
ん

の
長
男
統む

ね

虎と
ら

（
後
の
宗
茂
）
を
婿
と

し
、
家
督
を
継
が
せ
ま
し
た
。

初
代
藩
主
立
花
宗
茂

　

戸
次
道
雪
の
養
子
と
な
っ
た
宗
茂

は
、
１
５
８
２
年
に
名
字
を
戸
次
か
ら

立
花
に
改
め
ま
し
た
。
九
州
制
覇
を
目

指
す
島
津
軍
と
戦
い
、
秀
吉
の
九
州
平

定
を
助
け
た
宗
茂
は
、
そ
の
功
績
に
よ

り
、
１
５
８
７
年
に
柳
川
を
領
地
と
す

る
豊
臣
氏
の
大
名
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
関
ヶ
原
合
戦
で
西
軍
に
参

加
し
た
た
め
徳
川
氏
か
ら
柳
川
を
改
易

さ
れ
ま
し
た
が
、
20
年
後
の
１
６
２
０

年
、
柳
川
に
復
帰
し
ま
し
た
。

　

彼
は
秀
吉
か
ら
「
九
州
の
一
物
」
と

い
わ
れ
る
な
ど
、
戦
国
武
将
と
し
て
そ

の
軍
事
的
能
力
を
高
く
評
価
さ
れ
、
徳

川
幕
府
で
は
２
代
将
軍
秀
忠
の
「
御お

噺は
な
し

衆し
ゅ
う

」
と
し
て
、
将
軍
の
側
近
く
に
仕
え

た
人
物
で
し
た
。

立
花
家
と
島
津
家

　

関
ヶ
原
合
戦
の
敵
中
突
破
で
名
を
は

せ
た
島
津
義
弘
。
立
花
宗
茂
は
島
津
義

弘
を
兄
の
よ
う
に
慕
い
、
朝
鮮
出
兵
や

庄
内
の
乱
、
関
ヶ
原
合
戦
で
も
そ
の
関

係
が
み
ら
れ
ま
す
。
特
に
庄
内
の
乱
で

は
、
島
津
軍
に
援
軍
を
申
し
出
る
ほ
ど

で
し
た
。
関
ヶ
原
合
戦
で
は
共
に
西
軍

に
つ
き
ま
し
た
が
、
宗
茂
が
改
易
さ
れ

浪
人
生
活
を
送
っ
た
の
に
対
し
、
島
津

氏
は
旧
領
を
安
堵
さ
れ
ま
し
た
。

近
世
大
名
立
花
家
の
美

　

徳
川
幕
府
２
代
将
軍
秀
忠
の「
御お

噺は
な
し

衆し
ゅ
う

」
と
し
て
、
将
軍
の
側
近
く
に
仕
え

た
立
花
宗
茂
。
立
花
家
は
そ
の
後
も
徳

川
家
と
深
い
関
わ
り
が
あ
り
ま
し
た
。

12
代
藩
主
立
花
鑑あ

き

寛と
も

に
お
輿こ

し

入
れ
し
た

の
は
、
徳
川
御
三
卿
の
一
つ
、
田
安
徳

川
家
の
娘
純す

み

姫ひ
め

で
す
。
そ
の
婚
礼
調
度

に
代
表
さ
れ
る
同
家
伝
来
の
華
麗
な
美

術
工
芸
品
も
今
回
展
示
さ
れ
ま
す
。

会
期　

10
月
８
日
㈯
〜
12
月
４
日
㈰　

９
時
〜
17
時　

月
曜
日
休
館

（
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

入
館
料　

一
般　

4
０
０
円
（
３
０
０
円
）

高
・
大
学
生　

３
０
０
円
（
２
０
０
円
）

小
・
中
学
生　

２
０
０
円
（
１
０
０
円
）

都
城
市
立
美
術
館
特
別
企
画
展
の
入
場

券
の
半
券
を
提
示
し
た
人
は
、
団
体
料

金
で
観
覧
で
き
ま
す

関
連
イ
ベ
ン
ト　

記
念
講
演
会

日
時　

11
月
３
日
㈭

　
　
　

14
時
〜
16
時

場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

内
容　

東
京
大
学
史
料
編
さ
ん
所　

山

本
博
文
教
授
に
よ
る
講
演
「
戦
国
武
将

の
友
情

－

立
花
宗
茂
と
島
津
義
弘

－

」

平
成
23
年
度　

都
城
島
津
伝
承
館
特
別
企
画
展

柳
川
立
花
家
と
島
津
家

｜  
近
世
大
名
家
の
文
化
と
交
流  

｜
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親
子
ミ
ニ
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
製
作
教
室

　

小
学
４
〜
６
年
生
の
親
子
30
組
を
対

象
に
し
た
ミ
ニ
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
作
り
。

完
成
後
に
レ
ー
ス
を
行
い
ま
す
。

●
時
間　

10
時
15
分
〜
12
時

●
参
加
費　

５
０
０
円

※
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要

環
境
対
策
車
の
試
乗

　

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
な
ど
、
環
境
対
策

車
の
試
乗
体
験
が
で
き
ま
す
。

※
運
転
免
許
証
が
必
要

紙
す
き
体
験
（
無
料
）

　

牛
乳
パ
ッ
ク
か
ら
は
が
き
を
作
り
ま
す
。

●
時
間　

10
時
30
分
〜
12
時

手
作
り
天
体
望
遠
鏡
の
工
作
教
室

　

世
界
に
一
つ
だ
け
の
手
作
り
望
遠
鏡

で
、
夜
空
を
眺
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
時
間　

12
時
〜
14
時

●
参
加
費　

１
、５
０
０
円

●
対
象
・
定
員　

小
学
生
以
上
の
親
子

　
　
　
　
　
　
　

30
組

※
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要

自
然
物
を
使
っ
た
工
作
教
室（
無
料
）

ド
ン
グ
リ
な
ど
を
使
っ
た
工
作
教
室

●
時
間　

12
時
30
分
〜
14
時

井
戸
水
の
硝
酸
態
窒
素
検
査（
無
料
）

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル（
５
０
０
㍉
㍑
以
下
）

に
井
戸
水
を
入
れ
て
持
参
く
だ
さ
い
。

※
先
着
１
０
０
人

●
緑
化
木
の
無
料
配
布（
10
時
30
分
〜
）

※
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す

● 

使
用
済
み
焼
酎
パ
ッ
ク
５
枚
と
、
ト

イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
１
個
を
交
換

※
霧
島
酒
造
の
焼
酎
パ
ッ
ク
に
限
る

●
古
本
１
冊
を
10
円
で
販
売

リ
サ
イ
ク
ル
品
の
抽
選
販
売

　

家
庭
で
不
用
に
な
っ
た
家
具
や
自

転
車
を
再
生
し
、
希
望
者
に
抽
選
販

売
し
ま
す
。

●
応
募
資
格　

市
内
ま
た
は
三
股
町

在
住
の
18
歳
以
上
の
人

※
配
達
は
で
き
ま
せ
ん

●
応
募
方
法　

さ
い
せ
い
館
に
備
え

付
け
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
応
募
箱
へ

※ 

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
で
の
申
し
込
み

は
で
き
ま
せ
ん
。
一
人
当
た
り
家

具
・
自
転
車
各
１
点
の
み

●
応
募
期
間　

９
月
30
日
㈮
〜
10
月

15
日
㈯
（
環
境
ま
つ
り
当
日
）
の
12

時
ま
で

※
10
月
４
日
㈫
と
11
日
㈫
は
休
館

●
抽
選
方
法　

10
月
15
日
㈯
の
13
時

頃
か
ら
ま
つ
り
会
場
で
抽
選
発
表　

※ 

発
表
時
に
会
場
に
い
な
い
場
合
は
、

当
選
取
り
消
し
に
な
り
ま
す

◎
問
い
合
わ
せ　

さ
い
せ
い
館

　
　
　
　
　
　
　

☎
36
-
３
９
０
０

コ
ー
コ
ー
ナ
ー
ナ
ー

体
験
し
て
学
ぶ

コ
ー
ナ
ー

配
布
・
交
換

そ
の
他

レースの上位者にはすて
きな賞品が！

気分はガリレオ。月の
クレーターが見えるか
な？

●
お
も
ち
ゃ
病
院
を
開
き
ま
す

　

壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
を
無
料
で
修
理
。

当
日
修
理
で
き
な
い
も
の
は
、
後
日
取

り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

※ 

材
料
代
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ゲ
ー
ム
機
器
は
対
象
外

●
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
参
加
者
募
集

　

家
庭
で
不
用
に
な
っ
た
衣
類
な
ど
を

リ
ユ
ー
ス
し
ま
せ
ん
か
？　

９
月
30
日

㈮
ま
で
に
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。　

※ 

場
所
代
は
無
料
。
当
日
の
雨
天
対
策

は
各
自
で
準
備

● 

飲
食
コ
ー
ナ
ー

　

手
作
り
そ
ば
や
北
斗
鍋
な
ど
多
数
出
店

環
境
に
つ
い
て
の
展
示
や
体
験
コ
ー
ナ
ー
、

リ
サ
イ
ク
ル
品
の
抽
選
販
売
な
ど
、
今
年
も

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

家
族
そ
ろ
っ
て
来
場
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　
　
　
　

環
境
政
策
課　

☎
23ｰ

２
１
３
０

●
場
所　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
さ
い
せ
い
館
（
下
水
流
町
）

10
月
15
日
㈯　

10
時
〜
14
時　

環
境
ま
つ
り

環
境
ま
つ
り

Ｎ
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日
本
人
の
死
亡
原
因
の
第
１
位
を
占
め
る
が
ん
疾
患
。
市
で
も
、
毎
年
５
０
０
人
ほ
ど
の
人
た
ち
が
、
が
ん
で
亡

く
な
っ
て
い
ま
す
。
が
ん
に
よ
る
死
亡
を
防
ぐ
に
は
早
期
発
見
が
第
一
。
そ
の
た
め
に
は
、
定
期
的
に
が
ん
検
診

を
受
診
し
、
が
ん
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　

 

◎
問
い
合
わ
せ　

健
康
課　

☎
23ｰ

２
７
６
５

定
期
的
な
検
診
で
早
期
発
見

　

本
市
で
死
亡
し
た
人
の
う
ち
、
３
・

７
人
に
1
人
が
「
が
ん
」
で
亡
く
な
っ

て
い
て
、
そ
の
割
合
は
約
３
割
と
、
最

も
多
く
を
占
め
て
い
ま
す
。
が
ん
に
よ

る
苦
痛
や
負
担
は
、
本
人
だ
け
で
な
く

家
族
に
ま
で
及
び
、
そ
の
人
の
生
活
や

人
生
ま
で
変
え
て
し
ま
い
ま
す
。

　

が
ん
対
策
で
最
も
効
果
的
な
の
は
、予

防
で
す
。検
診
で
早
期
に
発
見
す
れ
ば
、

簡
単
な
手
術
で
済
む
こ
と
も
あ
り
、
苦

痛
が
少
な
く
て
済
み
ま
す
。
ま
た
、
回

復
も
早
く
、
助
か
る
確
率
も
高
く
な
り

ま
す
。

　

一
方
で
、
が
ん
の
発
見
が
遅
れ
た
場

合
、
そ
の
医
療
費
は
、
早
期
発
見
の
場

合
と
比
較
す
る
と
高
額
な
も
の
と
な
り
、

家
計
を
圧
迫
す
る
だ
け
で
な
く
、
最
悪

の
場
合
、
大
切
な
命
を
失
う
こ
と
に
も

な
り
ま
す
。

　

が
ん
を
早
期
発
見
す
る
た
め
に
は
、

症
状
が
な
く
て
も
定
期
的
に
検
診
を
受

け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

受
診
率
の
改
善
に
向
け
て

　

市
で
は
、
商
工
会
議
所
な
ど
と
連
携

し
て
受
診
啓
発
を
行
っ
た
り
、
女
性
訪

問
員
が
各
家
庭
を
訪
問
し
て
受
診
を
勧

め
た
り
す
る
な
ど
、
受
診
率
の
向
上
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ク
ー
ポ
ン
券
を
使
う
と
乳
が

ん
な
ど
女
性
特
有
の
が
ん
検
診
は
無
料

に
な
り
ま
す
。
こ
の
他
、
70
歳
以
上
の

人
や
生
活
保
護
世
帯
、
市
民
税
非
課
税

世
帯
も
無
料
で
受
診
で
き
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
健
康
課
に
相
談
く
だ
さ
い
。

対

胃がん
（バリウム検査）

　40歳以上
　集団検診　　　　900円
　個別検診　　　 2,400円

子宮がん
※２年に１回

　20歳以上（偶数年生まれ）
　集団検診
　・頸部のみ　　　　800円
　個別検診　
　・頸部のみ　　　1,400円
　・頸部＋体部　　2,100円
※ 20歳から5歳刻みで女性
特有のがん検診を無料で
受診できます。その際は、
事前に郵送してある無料
クーポン券を利用して受
診ください

乳がん

　40歳以上（偶数年生まれ）
　集団検診
　・マンモ＋超音波

2,000円
　個別検診
　・マンモ＋視触診

1,200円
※ 40歳から5歳刻みで女性
特有のがん検診を無料で
受診できます。その際は、
事前に郵送してある無料
クーポン券を利用して受
診ください

大腸がん
（便潜血検査）

　40歳以上
　集団検診　　　　300円
　（総合支所管内のみ）
　個別検診　　　　900円

肺がん 　40歳以上
　無料

対

対

対

対

負

負

負

負

負

平成23年度　がん検診一覧

※ 受診期間：検診車による集団検診は指
定日、個別検診は５月～平成24年２月（指
定医療機関で受診）
　集団検診受診希望者は、健康課に申し
　込みください
対＝対象者、負＝負担額、マンモ＝マンモグラフィ

　現在10人の女性訪問員が各家庭を訪問し、がん検診
の受診を勧めています。関心の薄い人もいますが、早期
発見で多くの命が救われていることを伝えています。
　この訪問活動により、女性特有のがん検診の受診率

は、実施前より約５ポイントも上昇しました。受診するようにと背中を
押してくれる人がいれば、行動を起こしやすいのではないでしょうか。
　家族や地域、職場などで「もう受けた？」と互いに声を掛け合うこと
が大切だと思います。

家族や地域、職場など
身近な人からの受診の勧めが大切！

女性訪問員　森永　裕
ひろ

子
こ

さん

5大がん検診の受診率（平成20年度）

９月は
がん制圧
月間です

いい
たた
っっみみ
ろろ
かか
いい
が
ん
検
診

が
ん
検
診
！！
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浮
か
び
上
が
る
朱
塗
り
の
杯

お
雪
さ
ん
の
盃
流
し

　

関
之
尾
滝
に
ま
つ
わ
る
伝
説
に
由
来

す
る
お
雪
さ
ん
の
盃

さ
か
ず
き

流
し
が
７
月
30

日
、関
之
尾
滝
上
流
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

約
６
０
０
年
前
、
と
き
の
城
主
の
酒
宴

で
粗
相
し
、
そ
れ
を
苦
に
身
を
投
げ
た

お
雪
さ
ん
。
悲
し
む
恋
人
に
応
え
る
よ

う
に
毎
年
明
月
の
夜
、
朱
塗
り
の
杯
が

滝
つ
ぼ
に
浮
か
び
上
が
っ
た
と
の
伝
説

を
再
現
し
、
観
光
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
げ
て
い

ま
し
た
。
今
年
も
市
内
か
ら
、
お
雪
さ

ん
に
ふ
ん
し
た
頭
巾
に
着
物
姿
の
２
人

の
女
性
が
参
加
。
高
橋
芹せ

り

花か

さ
ん
（
乙

房
町
）
は
「
カ
メ
ラ
の
多
さ
に
緊
張
し

た
が
、
参
加
し
て
み
て
楽
し
か
っ
た
」

と
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

夏
休
み
に
元
気
い
っ
ぱ
い

キ
ッ
ズ
ボ
ン
パ
ク

　

小
学
生
の
親
子
を
対
象
に
都
城
の
魅

力
を
体
感
し
て
楽
し
む
キ
ッ
ズ
ボ
ン
パ

ク
が
、
７
月
30
日
か
ら
８
月
21
日
ま
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
７
月
30
日
・
31
日
に

高
城
町
の
窯
元
で
開
催
さ
れ
た「
粘
土
で

野
焼
き
で
器
作
り　

君
も
縄
文
人
?!
」

に
は
、市
内
外
か
ら
親
子
10
組
が
参
加
。

子
ど
も
た
ち
は
、
粘
土
で
器
や
置
き
物

を
作
り
、
布
や
ひ
も
で
思
い
思
い
の
模

様
を
付
け
て
独
創
性
あ
ふ
れ
る
作
品
作

り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
野
﨑
諒り

ょ
う

太た

く
ん
（
高
崎
小
３
年
）
は
「
粘
土
が
軟

ら
か
か
っ
た
け
ど
、
思
っ
た
通
り
の
形

の
器
が
で
き
た
」
と
満
足
し
た
表
情
を

浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

ぬ
き
も
ぬ
き
寒
み
も
寒
み
と
こ
交
流
会

都
城
・
旭
川
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
交
流

　

都
城
市
と
旭
川
市
の
児
童
生
徒
が
夏

と
冬
に
交
互
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
て
交

流
を
深
め
る
都
城
・
旭
川
児
童
・
生
徒

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
交
流
が
、
７
月
27
日
か

ら
31
日
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
62
年
に
始
ま
り
こ
れ
ま
で
３
１
９

人
が
参
加
し
た
こ
の
交
流
会
も
、
参
加

者
の
減
少
に
よ
り
25
回
目
の
今
回
が
最

後
。
28
日
に
は
吉
之
元
町
の
都
城
焼
窯

元
で
陶
器
づ
く
り
に
挑
戦
し
、
慣
れ
な

い
手
つ
き
で
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
や
皿
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
佐
々
木
願げ

ん

く
ん
（
山
之
口
小
５
年
）
は
「
仲
良
く

な
っ
た
友
達
と
旭
川
で
遊
ぶ
の
が
楽
し

み
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

里
山
の
稚
児
行
列
、見
物
客
を
魅
了

山
之
口
花
木
あ
げ
馬

　

県
指
定
無
形
民
族
文
化
財
で
４
年
に

１
度
開
催
さ
れ
る
花は

な
の
き木

あ
げ
馬
が
７
月

24
日
、
山
之
口
町
花
木
の
南
方
神
社
周

辺
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
勤
交
代
の
道

中
の
無
事
と
島
津
家
安
泰
を
祈
っ
た
江

戸
時
代
の
祭
礼
を
再
現
。
稚
児
役
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
役
柄
に
ふ
ん
し
た
地
区
住

民
約
１
０
０
人
の
大
名
行
列
が
、
南
方

神
社
ま
で
の
道
の
り
を
練
り
歩
き
ま
し

た
。
紋
付
き
は
か
ま
姿
で
馬
に
ま
た
が

っ
た
稚
児
が
通
り
か
か
る
と
、
詰
め
か

け
た
見
物
客
か
ら
は
歓
声
が
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。
稚
児
役
の
山
田
大た

い

雅が

く
ん

（
５
歳
）は
、
暑
さ
と
緊
張
に
も
負
け
ず

大
役
を
務
め
て
い
ま
し
た
。

ま ちのの話 題
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戦
後
66
年
、
薄
れ
ぬ
思
い

戦
没
者
・
空
襲
犠
牲
者
合
同
追
悼
式

　

都
城
市
が
大
空
襲
に
見
舞
わ
れ
た
８

月
６
日
に
合
わ
せ
て
戦
没
者
・
空
襲
犠

牲
者
合
同
追
悼
式
が
総
合
文
化
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
、
遺
族
ら
約
７
０
０
人
が

恒
久
平
和
と
不
戦
の
誓
い
を
新
た
に
し

ま
し
た
。
式
典
で
は
、
明
治
以
降
の
戦

没
者
・
空
襲
犠
牲
者
７
、３
３
１
人
を

慰
霊
。
献
花
や
千
羽
鶴
の
献
納
な
ど
の

後
、
東
小
学
校
６
年
生
88
人
が
平
和
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
表
し
ま
し
た
。
戦
時

中
の
状
況
や
戦
没
者
の
手
記
、
い
ま
だ

に
戦
争
の
続
く
世
界
の
情
勢
な
ど
を
交

え
な
が
ら
「
命
の
尊
さ
を
し
っ
か
り
理

解
し
、
戦
争
の
な
い
平
和
な
未
来
を
築

い
て
い
き
ま
す
」
と
誓
い
ま
し
た
。

お
殿
様
の
暮
ら
し
ち
ょ
っ
と
拝
見

企
画
展
「
都
城
の
お
と
の
さ
ま
」

　

都
城
島
津
伝
承
館
で
は
７
月
22
日
か

ら
10
月
２
日
ま
で
企
画
展
「
都
城
の
お

と
の
さ
ま
」
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

企
画
展
で
は
主
に
20
代
久ひ

さ
も
ち茂

か
ら
26
代

久ひ
さ
ひ
ろ寛

が
使
用
し
て
い
た
印
や
書
物
な
ど

を
解
説
付
き
で
展
示
。
当
時
の
お
殿
様

の
暮
ら
し
を
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
期
間
中
の
８
月
７
日
に
は
、
25
代

久ひ
さ
な
が静

が
京
都
御
所
の
警
備
に
向
か
う
際

に
身
に
付
け
た
と
い
わ
れ
る
、
陣
羽
織

の
複
製
が
試
着
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
。
来
場
者
は
鮮
や
か
な
赤
の
陣
羽
織

を
着
て
、
お
殿
様
気
分
を
味
わ
っ
て
い

ま
し
た
。
次
回
の
試
着
体
験
は
９
月
４

日
と
18
日
に
開
催
予
定
で
す
。

弥
五
郎
ど
ん
が
結
ぶ
文
化
交
流
の
輪

第
16
回　

弥
五
郎
サ
ミ
ッ
ト
交
流
会

　

隼
人
族
の
首
長
「
弥
五
郎
ど
ん
」
を

祭
る
二
つ
の
ま
ち
の
子
ど
も
た
ち
が
集

う
弥
五
郎
サ
ミ
ッ
ト
交
流
会
が
８
月
９

日
、
山
之
口
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
曽
於
市
の
岩
川
小

学
校
と
地
元
の
富
吉
小
学
校
の
児
童
64

人
は
ゲ
ー
ム
で
打
ち
解
け
た
後
、
弥
五

郎
ど
ん
の
面
作
り
に
挑
戦
。
紙
粘
土
で

で
き
た
二
つ
の
面
に
、
朱
色
や
肌
色
な

ど
の
絵
の
具
を
使
っ
て
弥
五
郎
ど
ん
の

色
付
け
を
行
い
ま
し
た
。
川
越
翔
太
く

ん
（
岩
川
小
６
年
）
は
「
目
や
ひ
げ
を

描
く
の
が
難
し
か
っ
た
。
帰
っ
て
自
分

の
部
屋
に
飾
り
た
い
」
と
出
来
栄
え
に

満
足
し
た
様
子
で
し
た
。

夜
空
に
輝
く
大
輪
の
花

高
崎
夏
祭
り

　

高
崎
夏
祭
り
が
８
月
７
日
、
高
崎
町

総
合
公
園
で
開
催
さ
れ
、
多
く
の
家
族

連
れ
ら
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
昨
年
は
、

口
蹄
疫
で
中
止
に
な
り
２
年
ぶ
り
の
開

催
。
来
場
者
ら
は
、
地
元
の
郷
土
芸
能
や

ト
ラ
イ
ア
ル
バ
イ
ク
シ
ョ
ー
を
見
た
り
、

都
城
牛
の
串
焼
き
や
焼
き
鳥
な
ど
を
食

べ
た
り
し
て
祭
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。
ま
た
、
最
後
に
は
、
１
万
発
の
花

火
が
夜
空
を
彩
り
、
祭
り
に
花
を
添
え

ま
し
た
。
家
族
で
訪
れ
た
重
永
里り

さ咲
さ

ん
（
高
崎
小
３
年
）
は
「
２
年
ぶ
り
の

祭
り
で
花
火
が
楽
し
み
。
屋
台
で
お
い

し
い
も
の
も
た
く
さ
ん
買
っ
て
食
べ
た
」

と
祭
り
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。
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昨
年
、
宮
崎
初
の
プ
ロ
チ
ー
ム
設

立
で
話
題
を
呼
ん
だ
、
今
年
創

立
２
年
目
の
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
チ
ー
ム

ｂ
ｊ
リ
ー
グ
宮
崎
シ
ャ
イ
ニ
ン
グ
サ
ン

ズ
。同
チ
ー
ム
に
今
年
２
月
に
入
団
し
、

活
躍
が
期
待
さ
れ
る
の
が
月
野
雅
人
選

手
（
22
歳
・
南
鷹
尾
町
）
で
す
。

　

月
野
選
手
は
、
市
内
の
出
身
。
中
郷

中
学
校
時
代
に
腰
を
け
が
し
て
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
を
続
け
る
こ
と
に
不
安
を
感
じ

た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
家
族
の
応

援
も
あ
っ
て
、
故
郷
都
城
を
離
れ
延
岡

学
園
高
等
学
校
に
進
学
。
良
き
指
導
者

や
先
輩
、
後
輩
に
も
恵
ま
れ
充
実
し
た

高
校
生
活
を
過
ご
せ
た
と
当
時
を
振
り

返
り
ま
す
。
こ
の
間
、
２
年
生
の
時
に

は
全
国
高
校
総
体
で
県
勢
初
の
優
勝
を

経
験
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
進
学
し
た
鹿
屋
体
育
大
学
で

は
、
保
健
体
育
の
教
員
免
許
も
取
得
。

厳
し
い
練
習
と
学
業
を
両
立
し
な
が

ら
、
こ
の
春
大
学
を
卒
業
し
、
よ
り
上

の
舞
台
で
プ
レ
ー
し
た
い
と
シ
ャ
イ
ニ

ン
グ
サ
ン
ズ
に
入
団
し
ま
し
た
。

　

プ
ロ
に
な
っ
た
今
、
家
族
や
チ
ー
ム

メ
ー
ト
を
は
じ
め
、
こ
れ
ま
で
支
え
て

く
れ
た
人
た
ち
に
感
謝
の
気
持
ち
を
込

め
、
背
番
号
39
を
背
負
い
ま
す
。

　

月
野
選
手
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
ポ
イ
ン

ト
ガ
ー
ド
。
守
備
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
攻
撃
の
起
点
と
も
な
る
重
要
な
役

割
で
す
。
大
柄
な
選
手
が
ひ
し
め
く
中

で
、
決
し
て
背
の
高
い
方
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
持
ち
前
の
運
動
量
を
生
か
し

て
、
コ
ー
ト
狭
し
と
駆
け
回
り
、
時
に

は
ゴ
ー
ル
も
狙
い
ま
す
。
そ
ん
な
チ
ー

ム
最
年
少
の
月
野
選
手
に
チ
ー
ム
メ
ー

ト
は
、
若
さ
あ
ふ
れ
る
元
気
な
プ
レ
ー

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
「
１
勝
に
固
執
す
る
だ
け
の
学
生
の

時
と
は
違
い
、
プ
ロ
と
し
て
自
分
も
楽

し
み
な
が
ら
プ
レ
ー
す
る
こ
と
に
加

え
、
チ
ー
ム
を
応
援
し
て
く
れ
る
ブ
ー

ス
タ
ー
（
フ
ァ
ン
）
へ
感
動
を
届
け
た

い
」
と
話
す
月
野
選
手
。

　

学
生
時
代
に
積
ん
だ
経
験
に
加
え
、

こ
の
夏
の
厳
し
い
練
習
に
耐
え
自
信
を

深
め
た
プ
ロ
の
ま
な
ざ
し
は
、
い
よ
い

よ
10
月
に
迫
っ
た
シ
ー
ズ
ン
開
幕
の
日

を
見
据
え
て
い
ま
し
た
。

月
野 

雅ま
さ

人と

選
手

宮
崎
シ
ャ
イ
ニ
ン
グ
サ
ン
ズ

サ
ン
キ
ュ
ー
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特
定
非
営
利
活
動
法
人
エ
テ
ィ
ッ

ク
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
働
き
始
め
て

５
年
目
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
団
体
は
次
世
代
を
担
う
起
業

家
型
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
や
若
い
世
代

に
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
提
供
す
る
団

体
で
、
大
学
生
対
象
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
（
就
業
体
験
）
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

都
城
泉
ケ
丘
高
校
か
ら
宮
崎
大
学

に
進
学
。
在
学
中
に
ま
ち
づ
く
り
の

活
動
に
関
わ
っ
た
事
が
き
っ
か
け

で
、
地
元
に
関
わ
る
仕
事
に
就
き
た

い
と
強
く
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
ん
な
時
に
出
会
っ
た
の
が
現

在
働
い
て
い
る
団
体
で
す
。
活
動
理

念
や
事
業
内
容
に
大
き
な
衝
撃
を
受

け
て
無
理
に
面
接
し
て
い
た
だ
き
、

修
業
と
い
う
形
で
勉
強
さ
せ
て
い
た

「
初
め
ま
し
て
南
九
州
大
学
で
す
！
」

南
九
州
大
学
学
友
会

　

南
九
州
大
学
都
城
キ
ャ
ン
パ
ス

は
、
学
生
総
数
５
２
３
人
の
小
さ
な

大
学
で
す
。
昨
年
度
か
ら
新
設
さ
れ

た
教
育
系
の
人
間
発
達
学
部
と
、
大

学
と
し
て
は
珍
し
い
園
芸
を
学
ぶ
環

境
園
芸
学
部
の
２
学
部
が
あ
り
ま

す
。

　

人
間
発
達
学
部
子
ど
も
教
育
学
科

は
「
子
ど
も
の
心
身
」「
地
域
」「
自

然
環
境
」
を
特
色
に
、
地
域
の
核
と

な
り
顔
と
な
れ
る
実
践
力
の
あ
る

〝
せ
ん
せ
い
〞
を
目
指
し
て
、
日
々

学
習
し
て
い
ま
す
。

　

環
境
園
芸
学
部
環
境
園
芸
学
科
は

「
植
物
資
源
科
学
」「
環
境
科
学
」「
生

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
は
仕
事
の
傍
ら
、
宮
崎
出
身

者
や
宮
崎
に
ゆ
か
り
の
あ
る
仲
間
と

共
に
「
み
や
ざ
き
わ
け
も
ん
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
を
主
催
し

て
い
ま
す
。
宮
崎
で
活
躍
さ
れ
て
い

る
経
営
者
や
行
政
の
担
当
者
を
講
師

に
招
き
、
こ
れ
ま
で
の
人
生
や
宮
崎

に
対
す
る
想
い
を
語
っ
て
い
た
だ
く

と
い
う
も
の
で
す
。

　

活
動
を
始
め
て
約
２
年
が
経
ち
ま

し
た
が
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
延
べ
参
加

者
数
は
１
５
０
名
を
超
え
ま
し
た
。

今
後
は
こ
の
活
動
を
軸
に
「
東
京
で

地
元
宮
崎
の
た
め
に
出
来
る
こ
と
」

を
考
え
、
一
つ
一
つ
形
に
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

命
科
学
」
を
学
び
、
自
然
と
生
物
が

共
存
し
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
、
豊

か
な
感
性
と
科
学
的
知
識
を
持
っ
た

農
学
・
園
芸
学
専
門
家
に
な
る
た
め

の
学
習
を
し
て
い
ま
す
。

　

本
学
は
市
と
の
公
私
協
力
に
よ
り
、

地
域
に
密
着
し
、
開
か
れ
た
大
学
を

目
指
し
て
い
ま
す
が
、
移
転
し
て
１

年
の
た
め
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
欠
け

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
地
域
の
皆

さ
ん
と
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
や
交
流

を
通
し
て
、
都
城
キ
ャ
ン
パ
ス
を
つ

く
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

11
月
19
日
㈯
と
20
日
㈰
は
、
大
学

祭「
ひ
ば
り
祭
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

学
内
で
育
て
た
野
菜
や
花
を
販
売
し

ま
す
の
で
、ぜ
ひ
、お
越
し
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
南
九
州
大
学
都
城
キ
ャ
ン
パ

ス
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◎学校のシンボル
「研究棟（本館）」
先生たちの研究室や多くの実習室がある建物で
す。最上階から見える市街地と夕日は絶景です。

【　　　　　　】

南九州大学都城キャンパス
立野町3764番地1　☎21-2111

桑畑　夏
な つ

生
き
さん

◎プロフィル
宮崎大学教育文化学部卒業。在学中にまちづくり活動に
携わる傍ら就職活動を支援するサークルを立ち上げ、イ
ベントなどを実施。大学卒業と同時にNPO法人ＥＴＩＣ．（エ
ティック）に就職。宮崎の若者が自らの生き方について
真剣に考え、それに向けて行動できる環境の実現を目指
す。

離れているからこその
郷里への想い
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暮らしの情報
都
城
観
光
レ
デ
ィ
ー

　

都
城
の
イ
メ
ー
ジ
に
合
っ
た
明
る
く
爽

や
か
な
親
善
大
使「
都
城
観
光
レ
デ
ィ
ー
」

を
若
干
名
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格　

９
月
１
日
現
在
、
市
内
に

在
住
ま
た
は
通
勤
、
通
学
を
し
て
い
る
18

歳
以
上
の
女
性
（
高
校
生
は
除
く
）

●
応
募
方
法　

市
販
の
履
歴
書
ま
た
は
応

募
用
紙
に
必
要
事
項
（
自
己
Ｐ
Ｒ
な
ど
）

を
明
記
し
、
３
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
顔

写
真
お
よ
び
全
身
正
面
写
真
（
Ｌ
版
サ
イ

ズ
の
カ
ラ
ー
写
真
）を
各
１
枚
同
封
の
上
、

郵
送
ま
た
は
持
参
く
だ
さ
い

※
自
薦
、
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん

　

９
月
21
日
㈬
ま
で
に
都
城
観
光
協

会
（
〒
885

－

０
０
２
３　

栄
町
４
５
５
３

番
地
）　

☎
23

－

２
４
６
０

保
育
所
嘱
託
・
臨
時
職
員

●
職
種　

嘱
託
・
臨
時
保
育
士
、
調
理
員

●
勤
務
地　

市
内
の
公
立
保
育
所
な
ど

●
対
象　

保
育
士
は
保
育
士
資
格
、
調
理

員
は
調
理
師
ま
た
は
栄
養
士
免
許
を
有
す

る
人

●
人
員　

若
干
名

●
賃
金　

嘱
託　

月
額
14
万
円

　
　
　
　

臨
時　

日
額
７
、２
０
０
円

●
職
務
内
容　

保
育
業
務
（
簡
易
な
事
務

含
む
）、
調
理
業
務
（
事
務
含
む
）

※
随
時
、
必
要
な
時
期
に
雇
用
し
ま
す

　

履
歴
書
お
よ
び
資
格
を
証
明
す
る

も
の
の
写
し
を
保
育
課　

☎
23

－

４
８
９
４

第
10
回
市
場
ま
つ
り

花
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
コ
ン
テ
ス
ト
出
場
者

　

11
月
６
日
㈰
に
開
催
予
定
の
市
場
ま
つ

り
花
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
出

場
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
対
象
・
定
員　

小
学
生
の
部
、
中
学
生

の
部
、
高
校
生
の
部　

各
10
人

●
会
場　

公
設
地
方
卸
売
市
場
内
特
設
会

場●
参
加
費　

無
料

※ 

ハ
サ
ミ
や
花
器
（
バ
ス
ケ
ッ
ト
な
ど
）

は
持
参
く
だ
さ
い

　

10
月
10
日
㈪
ま
で
に
都
城
園
芸
花

市
場　

☎
24

－

８
７
１
８

http://w
w
w
.m

iyakoen.co.jp

２
０
１
１
山
田
の
か
か
し
村
ま
つ
り

●
日
時　

９
月
24
日
㈯

　
　
　
　

12
時
〜
21
時
30
分

※ 

雨
の
場
合
は
歌
謡
シ
ョ
ー
の
み
山
田
体

育
館
で
開
催
。
そ
の
ほ
か
は
25
日
㈰
に

順
延

●
場
所　

一
堂
ヶ
丘
公
園

●
内
容　

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
（
芸
能
発

表
・
歌
謡
シ
ョ
ー
）、
花
火
大
会
（
３
、

０
０
０
発
）
ほ
か

　

山
田
総
合
支
所
産
業
振
興
課　

　
　

☎
64

－

１
１
１
１

山
之
口
麓
文
弥
節
人
形
浄
瑠
璃

定
期
公
演

●
日
時　

９
月
18
日
㈰　

14
時
開
演

●
場
所　

山
之
口
麓
文
弥
節
人
形
浄
瑠
璃

資
料
館
（
人
形
の
館
）

●
演
目　

門
出
八
嶋

－

出
陣
の
段
（
う
っ

が
ん
め
い
）、
門
出
八
嶋

－

八
嶋
合
戦
の

段
（
い
く
さ
ん
ば
）
ほ
か　

　

山
之
口
教
育
課　

　
　

☎
57

－

３
１
１
１

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

【
コ
ー
ラ
ス
】

●
日
時　

９
月
15
日
㈭　

12
時
20
分
〜

●
場
所　

市
役
所
西
館
１
階
ロ
ビ
ー

●
出
演　

レ
デ
ィ
ス
コ
ー
ル
・
グ
レ
ー
ス

　

秘
書
広
報
課　

☎
23

－

３
１
７
４

が
ん
患
者
家
族
交
流
会

●
日
時　

９
月
17
日
㈯　

13
時
30
分
〜

●
場
所　

国
立
病
院
機
構
都
城
病
院　

　
　
　
　

１
階
患
者
様
食
堂

●
定
員　

30
人　

　

国
立
病
院
機
構
都
城
病
院
が
ん
相

談
支
援
室　

☎
23

－

４
１
１
１

162011.9



は申し込み先、 は問い合わせ先の略です

●
場
所　

勤
労
青
少
年
体
育
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
姫
城
地
区
体
育
館
）

●
対
象　

初
心
者
を
対
象
と
し
、
年
齢
や

性
別
は
問
い
ま
せ
ん

●
定
員　

30
人　

※
申
し
込
み
順

●
受
講
料　

１
、０
０
０
円

　

市
ミ
ニ
テ
ニ
ス
協
会
（
梅
田
）

（
昼
）
☎
０
９
０

－

２
５
１
６

－

４
４
４
３

（
夜
）
☎
23

－

３
９
２
３

カ
ナ
ダ
生
ま
れ
の
子
育
て
中
の
親
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

ワ
イ
ワ
イ
子
育
て
講
座

●
日
時　

９
月
28
日
㈬
〜
11
月
２
日
㈬
の

毎
週
水
曜
日　

10
時
15
分
〜
12
時

●
場
所　

安
久
児
童
館

●
対
象　

０
歳
〜
５
歳
ま
で
の
乳
幼
児
を

持
つ
保
護
者

●
定
員　

12
人　

※
託
児
あ
り
、
要
予
約

●
参
加
費　

毎
回
２
０
０
円
（
お
茶
代
）

　

９
月
20
日
㈫
ま
で
に
安
久
児
童
館

☎
・
Fax 

39

－

５
８
５
５

ア
ー
ク
溶
接
等
業
務
特
別
教
育
講
習

●
日
程　

９
月
17
日
㈯
〜
19
日
㈪

●
場
所　

総
合
福
祉
会
館
ほ
か

●
定
員　

80
人

●
受
講
料　

１
万
５
、０
０
０
円

（
会
員
は
１
万
３
、０
０
０
円
）　

※
テ
キ
ス
ト
代
別　

　

㈳
宮
崎
労
働
基
準
協
会
都
城
支
部

　
　
　

☎
24

－

５
６
０
３

南
九
州
愛
郷
（
よ
か
と
こ
）
フ
ェ
ス
タ

　

霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
の
魅
力
を
紹
介
す
る

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

●
日
時　

９
月
17
日
㈯
・
18
日
㈰

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル
ほ
か

●
内
容　

三
遊
亭
歌
之
介
爆
笑
独
演
会
、

ジ
オ
パ
ー
ク
丼
無
料
振
る
舞
い
、
パ
ン
と

ケ
ー
キ
で
作
る
霧
島
ジ
オ
ラ
マ
、
鉄
道
ジ

オ
パ
ー
ク
号
乗
車
ツ
ア
ー
ほ
か

　

㈳
都
城
青
年
会
議
所

　
　

☎
23

－

０
５
０
２

都
城
市
大
学
振
興
推
進
事
業
市
民
公
開
講
座

一
緒
に
学
力
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
！

　
「
子
ど
も
の
学
習
意
欲
を
国
際
的
視
点

か
ら
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
教
育
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

９
月
25
日
㈰

　
　
　
　

13
時
50
分
〜
16
時
30
分

●
場
所　

南
九
州
大
学
都
城
キ
ャ
ン
パ
ス

　
　
　
　

２
号
館
２
１
０
２
講
義
室

●
対
象　

市
民
、
教
育
関
係
者
ほ
か

●
内
容　

ペ
ン
テ
ィ
・
ハ
ッ
カ
ラ
イ
ネ
ン

（
国
際
ヴ
ィ
ゴ
ツ
キ
ー
学
会
副
会
長
）
に

よ
る
講
演
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
お
け
る
子

ど
も
教
育
の
特
徴
」、
ミ
ル
ダ
・
ブ
レ
デ
ィ

キ
ュ
（
リ
ト
ア
ニ
ア
ヴ
ィ
リ
ニ
ュ
ス
教
育

大
学
講
師
）
に
よ
る
講
演
「
情
操
豊
か
な

子
ど
も
を
育
て
る
た
め
に
」
ほ
か

●
参
加
費　

無
料

　

９
月
21
日
㈬
ま
で
に
フ
ァ
ク
ス
ま

た
は
メ
ー
ル
で
氏
名
、
電
話
番
号
、
件
名

「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
学
力
向
上
」
を
明
記
の

上
、
南
九
州
大
学
人
間
発
達
学
部
（
趙
）

☎
21

－

２
１
１
１　

Fax 

21

－

２
１
１
３

chou@
nankyudai.ac.jp

※
当
日
受
付
も
可
（
受
付
13
時
30
分
〜
）

都
城
高
専
公
開
講
座

仏
典
を
読
む
「
お
経
は
広
い
」

●
日
時　

11
月
５
日
㈯
〜
26
日
㈯
の
毎
週

土
曜
日　

15
時
〜
16
時
30
分　

全
４
回

●
場
所　

都
城
高
専　

専
攻
科
棟
４
階

　
　
　
　

情
報
処
理
演
習
室

●
対
象　

高
校
生
以
上

●
内
容　

仏
教
の
概
略
や
初
期
仏
典
、
日

本
仏
典
な
ど

●
定
員　

20
人　

※
申
し
込
み
順

●
受
講
料　

６
、４
０
０
円

　

10
月
21
日
㈮
ま
で
に
講
座
名
、
氏

名
（
ふ
り
が
な
）、
性
別
、
郵
便
番
号
・

住
所
、
連
絡
先
、
学
校
名
ま
た
は
職
業
を

明
記
の
上
、
は
が
き
、
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー

ル
で
都
城
高
専
総
務
課
企
画
係
（
〒
885

－

８
５
６
７　

吉
尾
町
４
７
３

－

１
）

☎
47

－

１
３
０
６　

Fax 

38

－

１
５
０
８

kikaku
＠

jim
.m

iyakonojo-nct.ac.jp

ミ
ニ
テ
ニ
ス
初
心
者
教
室

●
日
時　

９
月
９
日
㈮
か
ら
の
毎
週
金
曜

日　

９
時
〜
12
時　

計
７
回
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暮らしの情報
都
城
地
域
高
等
職
業
訓
練
校

　

訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

【
パ
ソ
コ
ン
科
ワ
ー
ド
初
心
者
向
け
コ
ー
ス（
３
カ
月
）】

【
パ
ソ
コ
ン
科
ワ
ー
ド
資
格
取
得
コ
ー
ス（
３
カ
月
）】

●
日
程
・
開
講
日　

毎
週
月
・
木
曜
日

18
時
〜
21
時　

10
月
３
日
㈪

●
費
用　

４
万
２
、０
０
０
円

【
パ
ソ
コ
ン
科
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
コ
ー
ス（
６
カ
月
）】

●
日
程
・
開
講
日　

毎
週
土
曜
日

９
時
〜
12
時　

10
月
８
日
㈯

●
費
用　

４
万
２
、０
０
０
円

【
Ｃ
Ａ
Ｄ
建
築
科
（
３
カ
月
）】

●
日
程
・
開
講
日　

毎
週
月
・
木
曜
日

18
時
〜
21
時　

10
月
３
日
㈪

●
費
用　

４
万
７
、０
０
０
円

【
日
商
３
級
・
全
経
２
級
対
策
経
理
事
務
科（
３
カ
月
）】

●
日
程
・
開
講
日　

毎
週
火
・
木
曜
日

18
時
30
分
〜
21
時
30
分　

11
月
22
日
㈫

●
費
用　

３
万
５
、０
０
０
円

【
洋
裁
科
（
６
カ
月
）】

●
日
程
・
開
講
日　

①
毎
週
木
曜
日　

９
時
30
分
〜
15
時
30
分

　

10
月
６
日
㈭

②
第
２
・
４
土
曜
日　

９
時
〜
13
時

　

10
月
８
日
㈯

●
費
用　

①
４
万
円　

②
２
万
円

【
手
編
科
（
１
年
）】

●
日
程
・
開
講
日　

毎
週
火
曜
日

10
時
〜
15
時　

10
月
４
日
㈫

●
費
用　

５
万
円

【
着
付
科
（
３
カ
月
）】

●
日
程
・
開
講
日　

毎
週
木
曜
日

朝
の
部　

10
時
〜
12
時　

10
月
６
日
㈭

昼
の
部　

13
時
〜
15
時　

10
月
６
日
㈭

夜
の
部　

19
時
〜
21
時　

10
月
６
日
㈭

●
費
用　

１
万
１
、０
０
０
円

【
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
科（
６
カ
月
）】

●
日
程
・
開
講
日

①
隔
週
金
曜
日　

９
時
〜
12
時

　

10
月
７
日
㈮

②
隔
週
土
曜
日　

９
時
〜
12
時

　

10
月
15
日
㈯

●
費
用　

２
万
１
、０
０
０
円

　

都
城
地
域
高
等
職
業
訓
練
校　

　
　
　

☎
23

－

２
３
１
６

中
高
年
の
た
め
の
講
習
（
無
料
）

　

中
高
年
の
雇
用
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
次
の
講
習
を
実
施
し
ま
す
。

●
対
象　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
登
録
し

て
い
る
お
お
む
ね
55
歳
〜
64
歳
の
人

●
定
員　

20
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

①
調
理
補
助
講
習

●
期
間　

10
月
14
日
㈮
〜
27
日
㈭

●
場
所　

オ
ー
バ
ル
・
ジ
ョ
ブ
・
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
・
カ
レ
ッ
ジ
（
松
元
町
27

－

１
）

②
パ
ソ
コ
ン
中
級
講
習

●
期
間　

10
月
13
日
㈭
〜
21
日
㈮

●
場
所　

都
城
地
域
高
等
職
業
訓
練
校

　
　
　
　
（
年
見
町
13

－

11
）

　

①
は
９
月
30
日
㈮
、
②
は
９
月
27

日
㈫
ま
で
に
、
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で

㈳
宮
崎
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合

会
（
〒
880

－

０
８
６
７　

宮
崎
市
瀬
頭
二

丁
目
６

－

14
）

☎
０
９
８
５

－

31

－

３
７
７
５

Fax 

０
９
８
５

－

31

－

３
７
７
６

運
動
の
苦
手
な
子
ど
も
集
ま
れ
！

チ
ャ
レ
ン
ジ
運
動
教
室
（
後
期
の
部
）

　

運
動
が
苦
手
な
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

が
一
緒
に
運
動
を
楽
し
む
チ
ャ
レ
ン
ジ
運

動
教
室
（
後
期
の
部
）
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
程　

10
月
８
日
㈯
〜
12
月
17
日
㈯
の

毎
週
土
曜
日
（
８
回
程
度
）

●
時
間　

幼
児
の
部　

９
時
30
分
〜
10
時
30
分

小
学
生
の
部　

10
時
45
分
〜
12
時

●
場
所　

南
九
州
大
学
都
城
キ
ャ
ン
パ
ス

●
対
象　

幼
児
の
部
（
５
歳
〜
６
歳
）、

小
学
生
の
部
（
小
学
１
・
２
年
生
）

●
定
員　

各
20
組　

※
申
し
込
み
順

●
費
用　

１
人
６
０
０
円
（
保
険
代
）

　

９
月
16
日
㈮
ま
で
に
、
往
復
は
が

き
に
参
加
す
る
子
ど
も
の
氏
名
、
年
齢
、

小
学
校
名
ま
た
は
幼
稚
園
・
保
育
所
名
、

保
護
者
の
氏
名
、
年
齢
、
連
絡
先
を
記
入

の
上
、
南
九
州
大
学
人
間
発
達
学
部
子
ど

も
教
育
学
科
（
〒
885

－

０
０
３
５　

立
野

町
３
７
６
４

－

１
）　

☎
21

－

２
１
１
１
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は申し込み先、 は問い合わせ先の略です

都
城
市
教
育
委
員
会
主
催

生
涯
学
習
初
級
講
座

　

10
月
か
ら
短
期
の
講
座
（
全
４
回
）
を

開
催
し
ま
す
。
受
講
に
は
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。
定
員
に
達
し
な
い
場
合
は
、
開

催
し
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
参
加
希
望

者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

●
定
員　

各
講
座
10
〜
20
人

●
対
象　

一
般
成
人
の
初
心
者

●
受
講
料　

無
料（
教
材
費
は
別
途
必
要
）

●
教
室
名
・
場
所
・
日
時
・
締
切

囲
碁

中
央
公
民
館　

第
２
・
４
木
曜
日
（
10
／
13
〜
）

13
時
30
分
〜
15
時　

締
切
：
10
／
２
㈰

日
本
舞
踊
（
藤
間
流
）

①
中
央
公
民
館　

毎
週
火
曜
日
（
10
／
４
〜
）

　

19
時
30
分
〜
21
時
30
分　

締
切
９
／
24
㈯

②
広
原
教
育
集
会
所　

毎
週
金
曜
日
（
10
／
７

　

〜
）　

10
時
〜
12
時　

締
切
：
９
／
25
㈰

表
装　

※
絵
手
紙
掛
け
な
ど
を
作
り
ま
す

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

毎
週
金
曜
日
（
10
／
７
〜
）

９
時
30
分
〜
11
時
30
分　

締
切
：
９
／
25
㈰

日
常
生
活
に
役
立
つ
礼
法
・
マ
ナ
ー

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

第
３
・
４
木
曜
日

（
10
／
20
〜
）　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

締
切
：
10
／
９
㈰

ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル

小
松
原
地
区
公
民
館　

第
２
・
４
水
曜
日
（
９

／
28
〜
）　

20
時
〜
21
時　

締
切
：
９
／
18
㈰

青
竹
ビ
ク
ス
＆
リ
ズ
ム
体
操

小
松
原
地
区
公
民
館　

毎
週
金
曜
日（
10
／
７
〜
）

19
時
30
分
〜
20
時
30
分　

締
切：９
／
25
㈰

ア
ロ
マ
＆
ハ
ー
ブ

広
原
教
育
集
会
所　

10
／
22
㈯
、
11
／
５
㈯
・

12
㈯
・
26
㈯　

10
時
〜
11
時　

締
切
：
10
／
11
㈫

　

き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城

　
　
　

☎
23

－

４
０
８
０

き
ら
り
体
験
教
室　

　

５
人
以
上
で
開
催
。
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
。

【
布
ぞ
う
り
作
り
】

●
日
時　

９
月
30
日
㈮
〜
10
月
21
日
㈮
の

毎
週
金
曜
日　

19
時
〜
21
時　

全
４
回

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
費
用　

２
、４
０
０
円

　

９
月
20
日
㈫
ま
で
に
き
ら
り
ネ
ッ

ト
都
城　

☎
23

－

４
０
８
０

南
九
州
大
学
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
そ
び
の
教
室

海
辺
の
い
き
も
の
に
な
っ
て
み
よ
う

　

段
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
工
作
遊
び
の
教
室

を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

10
月
１
日
㈯　

10
時
〜
12
時

●
場
所　

南
九
州
大
学
都
城
キ
ャ
ン
パ
ス

　
　
　
　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

●
対
象
・
定
員　

４
歳
以
上
の
未
就
学
児

と
そ
の
保
護
者　

15
組　

※
申
し
込
み
順

●
参
加
費　

子
ど
も
１
人
に
つ
き
３
０
０

円
（
傷
害
保
険
・
材
料
代
）

　

９
月
20
日
㈫
ま
で
に
子
ど
も
と
保

護
者
の
氏
名
、年
齢
、住
所
、連
絡
先
、フ
ァ

ク
ス
番
号
ま
た
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
明

記
の
上
、
必
ず
フ
ァ
ク
ス
で
南
九
州
大
学

人
間
発
達
学
部
（
春
日
）

☎
21

－

２
１
１
１　

Fax 

21

－

２
１
１
３

秋
の
園
芸
教
室

●
日
時　

９
月
18
日
㈰　

９
時
〜
12
時

●
場
所　

緑
の
相
談
所
（
早
水
公
園
内
）

●
内
容　

パ
ン
ジ
ー
の
種
ま
き
、鉢
上
げ
、

定
植
、
腐
葉
土
作
り
ほ
か

●
持
参
す
る
物　

軍
手
、
タ
オ
ル

●
定
員　

20
人
程
度

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

　

９
月
15
日
㈭
ま
で
に
道
路
公
園
課

　
　
　

☎
23

－

２
６
１
３

地
域
雇
用
創
造
推
進
事
業

A
U
T
O
Ｃ
Ａ
Ｄ
技
術
者
育
成
講
座（
無
料
）

　

機
械
設
計
で
利
用
さ
れ
る
二
次
元
・
三

次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
の
基
礎
が
習
得
で
き
ま
す
。

●
日
時　

９
月
26
日
㈪
〜
10
月
７
日
㈮

　
　
　
　

９
時
30
分
〜
16
時
30
分

●
場
所　

地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

●
定
員　

21
人　

　

㈱
ア
シ
ス
ト
ユ
ウ

　
　
　

☎
０
９
８
５

－

83

－

４
２
１
７

９
月
11
日
㈰
は
警
察
相
談
の
日

　

警
察
は
、
犯
罪
な
ど
に
よ
る
被
害
の
未

然
防
止
に
関
す
る
相
談
、
そ
の
他
市
民
の

安
全
と
平
穏
に
つ
い
て
の
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。
緊
急
の
事
件
・
事
故
以
外
の
相

談
に
つ
い
て
は
、
１
１
０
番
通
報
で
は
な

く
警
察
相
談
専
用
電
話
（
＃
９
１
１
０
）

ま
た
は
都
城
警
察
署　

☎
24

－

０
１
１
０

を
利
用
く
だ
さ
い
。

　

都
城
警
察
署　

☎
24

－

０
１
１
０
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暮らしの情報
全
国
一
斉
高
齢
者・障
が
い
者
の

人
権
あ
ん
し
ん
相
談

　

高
齢
者
、
障
が
い
者
ま
た
は
そ
の
家
族

で
悩
み
の
あ
る
人
は
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

９
月
５
日
㈪
〜
11
日
㈰

　
　
　
　

８
時
30
分
〜
19
時

※
土
・
日
曜
日
は
10
時
〜
17
時

●
場
所　

宮
崎
地
方
法
務
局
・
都
城
支
局

※ 

土
・
日
曜
日
は
宮
崎
地
方
法
務
局
人
権

擁
護
課
の
み（
宮
崎
市
別
府
町
１

－

１
）

●
相
談
専
用
電
話

☎
０
５
７
０

－

０
０
３

－

１
１
０

　

宮
崎
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
　

☎
０
９
８
５

－

22

－

５
３
１
２

成
年
後
見・財
産
管
理
な
ど
の
無
料
相
談

　

判
断
能
力
低
下
後
の
財
産
管
理
や
成
年

後
見
、
遺
言
、
身
上
監
護
に
関
す
る
こ
と

な
ど
に
つ
い
て
、
専
門
の
ス
タ
ッ
フ
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。
電
話
で
予
約
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
事
前
の
予
約
が
な
く
て
も

相
談
で
き
ま
す
。

●
日
時　

９
月
17
日
㈯

　
　
　
　

９
時
30
分
〜
17
時

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

㈳
テ
ミ
ス
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
80

－

４
２
９
５　

Fax 

80

－

４
２
９
６

都
城
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

多
重
債
務
や
悪
質
商
法
な
ど
消
費
生
活

に
関
す
る
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
電
話
・
面
接
相
談

　

毎
週
月
〜
金
曜
日　

９
時
〜
16
時

●
弁
護
士
法
律
相
談

　

９
月
16
日
㈮　

13
時
〜
16
時

※
弁
護
士
相
談
は
事
前
の
予
約
が
必
要

●
場
所　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
東
館
２
階
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－
７
１
５
４

Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
電
話
相
談

女
性
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン・く
す
の
き

レ
デ
ィ
ー
ス
ペ
ー
ス
く
す
の
き
は
、
女

性
の
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
に
関
す
る
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。

●
電
話
相
談　

☎
36

－

０
７
４
０

（
毎
週
土
曜
日　

14
時
〜
16
時
）

女
性
相
談
員
に
よ
る

女
性
総
合
相
談（
無
料
）

●
電
話
・
面
接
相
談

毎
週
月
〜
金
曜
日　

10
時
〜
16
時

●
専
門
相
談

女
性
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
女
性
弁
護
士
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。

◎
こ
こ
ろ
の
相
談

　

９
月
20
日
㈫　

14
時
〜
16
時

◎
法
律
相
談

　

９
月
27
日
㈫ 　

13
時
〜
16
時

※ 

専
門
相
談
お
よ
び
面
接
相
談
は
事
前
の

予
約
が
必
要
で
す
。
電
話
相
談
は
随
時

受
け
付
け
ま
す

●
場
所　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
東
館
２
階
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－

７
１
５
７

木
造
住
宅
耐
震
診
断
な
ど
の

相
談
会（
無
料
）

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、
住
宅
へ
の
不
安

が
高
ま
る
中
、
一
級
建
築
士
な
ど
に
よ
る

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
な
ど
に
関
す
る
相

談
会
を
行
い
ま
す
。

●
日
時　

９
月
16
日
㈮　

19
時
〜
21
時

●
場
所　

中
郷
商
工
会
館
２
階
研
修
室

　

中
郷
商
工
会　

☎
39

－

０
３
３
４

　
生
活
環
境
影
響
調
査
報
告
書
の
縦
覧

　

都
城
市
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
第
２

期
建
設
事
業
に
お
け
る
浸
出
水
処
理
施
設

の
増
設
に
伴
う
生
活
環
境
影
響
調
査
報
告

書
を
縦
覧
し
ま
す
。

●
縦
覧
期
間  

９
月
１
日
㈭
〜
30
日
㈮
の

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

●
縦
覧
場
所  

環
境
施
設
課
、
志
和
池
地

区
市
民
セ
ン
タ
ー

●
意
見
書
の
提
出
先
・
提
出
期
限 

10
月
14
日
㈮
ま
で
に
環
境
施
設
課

　

環
境
施
設
課　

☎
23

－

３
３
１
９
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は申し込み先、 は問い合わせ先の略です

ポ
リ
オ
予
防
接
種

　

ポ
リ
オ
は
風
邪
と
よ
く
似
た
症
状
で
す

が
、ポ
リ
オ
ウ
イ
ル
ス
が
脊
髄
に
入
る
と
、

手
足
に
ま
ひ
が
残
り
ま
す
。
生
後
３
〜
90

カ
月
未
満
の
間
に
41
日
以
上
の
間
隔
を
空

け
て
２
回
飲
み
ま
す
。
２
回
飲
ま
な
い
と

完
全
な
免
疫
は
つ
き
ま
せ
ん
。

●
日
程
・
場
所

10
月
７
日
㈮

総
合
福
祉
会
館

10
月
12
日
㈬

10
月
13
日
㈭

中
郷
地
区
公
民
館

横
市
地
区
公
民
館

高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

10
月
14
日
㈮

早
水
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

庄
内
地
区
公
民
館

高
崎
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

10
月
20
日
㈭
沖
水
地
区
公
民
館

10
月
21
日
㈮

五
十
市
地
区
公
民
館

小
松
原
地
区
公
民
館

山
之
口
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
山
之
口
総
合
支
所
敷
地
内
）

10
月
25
日
㈫
山
田
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
け
ね
じ
ゅ
苑
）

10
月
26
日
㈬
早
水
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

志
和
池
地
区
公
民
館

10
月
27
日
㈭
総
合
福
祉
会
館

●
受
付　

13
時
20
分
〜
13
時
50
分

●
持
参
す
る
も
の　

母
子
手
帳
・
予
防
接

種
ノ
ー
ト
（
ポ
リ
オ
予
診
票
）

●
注
意

① 

ポ
リ
オ
接
種
後
に
他
の
予
防
接
種
を
受

け
る
場
合
は
、
27
日
以
上
の
接
種
間
隔

が
必
要
で
す

② 

Ｂ
Ｃ
Ｇ
は
、
対
象
年
齢
が
生
後
６
カ
月

未
満
で
す
。
未
接
種
の
人
は
、
で
き
る

だ
け
先
に
接
種
し
て
く
だ
さ
い

③ 

三
種
混
合
Ⅰ
期
初
回
（
20
〜
56
日
の
間

隔
で
３
回
接
種
）、
日
本
脳
炎
Ⅰ
期
初

回
（
６
〜
28
日
の
間
隔
で
２
回
接
種
）

の
接
種
間
隔
が
超
え
な
い
よ
う
注
意
し

て
く
だ
さ
い

④ 

接
種
当
日
、
生
後
３
カ
月
未
満
ま
た
は

90
カ
月
以
上
の
人
は
接
種
で
き
ま
せ
ん

　

こ
ど
も
課　

☎
23

－

２
６
８
４

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
行
事
予
定

都
城
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
22ｰ

１
６
５
９

９
月
26
日
㈪　

10
時
〜
「
い
ち
ご
ク
ラ
ブ
」
色

水
あ
そ
び　

対
象
：
２
歳
以
上
の
親
子

９
月
26
日
㈪　

13
時
30
分
〜
「
赤
ち
ゃ
ん
サ
ロ

ン
（
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）」

対
象
：
０
・
１
歳
の
親
子

９
月
27
日
㈫　

10
時
〜

「
子
育
て
講
座
」
絵
本
と
子
育
て
に
つ
い
て

山
之
口
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
57ｰ
３
２
９
８

９
月
22
日
㈭　

10
時
〜
「
秋
の
遠
足
」
神
柱
公

園　

※
要
申
し
込
み

９
月
26
日
㈪　

10
時
〜
「
す
く
す
く
教
室
」
保

健
師
に
よ
る
身
体
測
定　

対
象
：
１
歳
以
上

10
月
４
日
㈫　

10
時
30
分
〜「
公
園
で
遊
ぼ
う
」

山
之
口
運
動
公
園　

※
現
地
集
合

10
月
11
日
㈫　

10
時
30
分
〜
「
散
歩
の
日
」
セ

ン
タ
ー
周
辺
を
散
歩
し
ま
し
ょ
う

山
田
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
64ｰ

３
１
７
１

９
月
15
日
㈭　

10
時
30
分
〜
「
国
際
交
流
」
国

際
交
流
員
と
の
会
話
や
手
遊
び

９
月
28
日
㈬　

10
時
〜　
「
８
・
９
月
生
ま
れ
の

誕
生
会
」

10
月
９
日
㈰　
「
運
動
会
」
山
田
中
央
保
育
所

の
お
友
達
と
一
緒　

※
要
申
し
込
み

※ 

ほ
か
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
各
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

都
城
市
家
族
介
護
者
交
流
事
業

　

家
族
介
護
者
の
交
流
と
元
気
回
復
を
目

的
と
し
て
、
家
族
介
護
者
交
流
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

日
程

対
象
地
区

場
所

10
月
12
日
㈬
中
郷

ラ
ス
パ

た
か
ざ
き

10
月
13
日
㈭
志
和
池
・
山
田

10
月
14
日
㈮
横
市

青
井
岳
荘

10
月
18
日
㈫
沖
水

ラ
ス
パ

た
か
ざ
き

10
月
21
日
㈮
高
崎

青
井
岳
荘

10
月
25
日
㈫
庄
内
・
西
岳

ラ
ス
パ

た
か
ざ
き

11
月
１
日
㈫
姫
城

11
月
２
日
㈬
妻
ヶ
丘

●
時
間　

10
時
〜
15
時

●
対
象　

市
内
在
住
で
、
高
齢
者
の
介
護

を
し
て
い
る
人

●
定
員　

各
40
人　

　

●
内
容　

介
護
相
談
、
健
康
相
談
、
疲
労

回
復
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど

●
締
め
切
り　

実
施
日
の
１
週
間
前
ま
で

●
そ
の
他　

バ
ス
に
よ
る
送
迎
あ
り

　

介
護
保
険
課　

☎
23

－

３
１
８
４

認
知
症
家
族
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム（
無
料
）

　

認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
家
族
を

対
象
に
、
介
護
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識

な
ど
を
深
め
る
学
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

10
月
１
日
㈯

　
　
　
　

13
時
〜
15
時
30
分

●
場
所　

中
央
公
民
館
視
聴
覚
室

　

介
護
保
険
課

　
　
　

☎
23

－

３
１
８
４
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暮らしの情報
市
営
住
宅
入
居
申
込
説
明
会

　

10
月
定
期
募
集
に
入
居
を
希
望
す
る

人
を
対
象
に
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

９
月
14
日
㈬　

14
時
〜
15
時

●
場
所　

中
央
公
民
館
大
集
会
室

●
対
象　

市
営
住
宅
へ
の
入
居
を
希
望

し
、
次
の
入
居
条
件
を
満
た
し
て
い
る

人●
入
居
条
件

① 

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
生
活
し
て
い

る
こ
と

※ 

抽
選
に
参
加
で
き
る
の
は
、
市
内
に

３
カ
月
以
上
住
ん
で
い
る
人

② 

同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親

族
（
婚
約
者
を
含
む
）
が
い
る
こ
と

※ 

昭
和
31
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
、

身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
４
級
、
生
活

保
護
受
給
者
な
ど
の
条
件
を
満
た
せ

ば
単
身
入
居
で
き
る
団
地
も
あ
り
ま

す
③ 

政
令
月
収
（
世
帯
の
年
間
総
所
得
か

ら
扶
養
控
除
な
ど
を
差
し
引
い
た

総
額
に
基
づ
い
た
平
均
月
収
）
が

15
万
８
千
円
以
下
で
あ
る
こ
と

④ 

住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
な
こ
と

※ 

持
ち
家
の
あ
る
人
は
申
し
込
み
で
き

ま
せ
ん

⑤
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

⑥
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と　

　

建
築
課　

☎
23

－

３
１
０
５

が
ん
検
診

【
胃
が
ん
検
診
】

　

事
前
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

●
対
象　

40
歳
以
上
の
市
民

●
日
程
・
場
所　

　
　
　

９
／
29 

㈭
②
高
崎
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

９
／
30 

㈮ 

10
／
１ 

㈯
①
志
和
池
地
区
公
民
館

10
／
７ 

㈮
①
祝
吉
地
区
公
民
館

10
／
13 

㈭
②
山
之
口
地
区
公
民
館

●
受
付　

①
８
時
〜
11
時

　
　
　
　

②
８
時
〜
９
時

●
定
員　

各
48 

人

●
検
診
料　

９
０
０
円

【
乳
が
ん
検
診
】

　

10
月
３
日
㈪
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

●
対
象　

40
歳
以
上
の
偶
数
年
生
ま
れ

の
女
性
（
昭
和
46
年
・
44
年
・
42
年
…
）

●
日
程
・
場
所

11
／
５
㈯
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

11
／
７
㈪
山
田
総
合
セ
ン
タ
ー

11
／
８
㈫
高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

11
／
17
㈭

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

11
／
22
㈫

11
／
25
㈮
高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

11
／
27
㈰
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
受
付　

９
時
〜
12
時
、
13
時
〜
16
時

●
定
員　

各
60 

人

●
検
診
料　

２
、０
０
０
円

【
子
宮
が
ん
検
診
】

●
対
象　

20
歳
以
上
の
偶
数
年
生
ま
れ

の
女
性
（
平
成
２
年
・
昭
和
64
年
・
62

年
…
）

●
日
程
・
場
所

10
／
18
㈫
午
前
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

午
後
西
岳
地
区
公
民
館

10
／
27
㈭
午
前
横
市
地
区
公
民
館

午
後
妻
ヶ
丘
地
区
公
民
館

●
受
付　

午
前　

９
時
〜
10
時

午
後　

13
時
30
分
〜
14
時
30
分

●
定
員　

各
１
２
０
人

●
検
診
料　

８
０
０
円　

※ 

70
歳
以
上
の
人
、
生
活
保
護
世
帯
や

市
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
人

は
、
保
険
証
や
証
明
書
、
市
が
発
行

す
る
各
種
検
診
自
己
負
担
金
免
除
通

知
書
を
提
示
す
れ
ば
検
診
料
が
免
除

さ
れ
ま
す

　

健
康
課　

☎
23

－

２
７
６
５

陸
上
競
技
審
判
員
講
習
会

●
日
時　

講
義　

９
月
24
日
㈯　

17
時
〜

実
技　

９
月
25
日
㈰　

８
時
30
分
〜

●
会
場　

講
義　

都
城
運
動
公
園
陸
上

競
技
場
会
議
室

実
技　

都
城
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

●
対
象　

新
規
に
審
判
員
資
格
を
取
得

し
た
い
人
（
競
技
歴
不
問
）、
競
技
者

と
し
て
日
本
陸
連
登
録
を
希
望
す
る
人

●
受
講
料　

無
料

※
登
録
料
３
、０
０
０
円
程
度
必
要

　

都
城
市
陸
上
競
技
協
会
事
務
局

☎
26

－

４
５
１
０
（
18
時
以
降
）

m
ac3550@

arrow
.ocn.ne.jp

知
っ
て
い
ま
す
か
？　

守
っ
て
い
ま
す
か
？

宮
崎
県
屋
外
広
告
物
条
例

　

県
で
は
郷
土
の
美
し
い
自
然
や
ま
ち

な
み
を
守
る
た
め
、
貼
り
紙
や
道
路
沿

い
の
広
告
板
な
ど
、
建
物
の
外
に
表
示

や
設
置
し
て
い
る
屋
外
広
告
物
の
条
例

を
定
め
て
い
ま
す
。

●
注
意

① 

店
舗
の
看
板
や
屋
外
広
告
を
出
す
と

き
に
は
、
原
則
、
許
可
が
必
要
で
す

② 

美
し
い
風
景
を
守
る
た
め
に
屋
外
広

告
物
の
表
示
や
設
置
が
で
き
な
い
場

所
（
地
域
）
が
あ
り
ま
す

※ 

詳
細
は
県
都
城
土
木
事
務
所
ま
で
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　

県
都
城
土
木
事
務
所

　
　

☎
23

－

４
５
１
２

差
し
押
さ
え
不
動
産
の
公
売

●
日
時　

11
月
７
日
㈪　

14
時
〜

●
場
所　

市
役
所
南
別
館
３
階

　
　
　
　

第
２
会
議
室

●
物
件　

市
が
差
し
押
さ
え
た
不
動
産

※ 

物
件
は
９
月
５
日
以
降
に
納
税
課
に

掲
示
し
、
詳
細
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

納
税
課　

☎
23

－

２
１
２
６
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は申し込み先、 は問い合わせ先の略です

市
有
地
の
公
売

●
公
売
予
定
地
・
地
目
（
面
積
）

山
之
口
町
花
木
１
４
８
６

－

１

雑
種
地
（
５
、５
６
７
平
方
㍍
）　

※
都
市

計
画
区
域
内
で
、
用
途
地
域
は
無
指
定

●
入
札
日
時　

９
月
29
日
㈭　

10
時
〜

●
入
札
場
所　

山
之
口
総
合
支
所
２
階

大
会
議
室

●
入
札
に
必
要
な
も
の　

入
札
保
証
金

（
入
札
者
の
見
積
も
る
金
額
の
10
㌫
以

上
の
金
額
）、
印
鑑

※
代
理
人
は
委
任
状
持
参

●
公
売
の
条
件　

住
宅
用
地
と
し
て
開

発
行
為
を
５
年
以
内
に
行
う
こ
と

●
最
低
売
却
価
格　

２
千
万
円

●
提
出
期
限　

９
月
22
日
㈭
16
時
ま
で

　

山
之
口
総
合
支
所
総
務
課

☎
57

－

３
１
１
１

宮
崎
県
新
燃
岳
火
山
活
動
被
害
義
援
金

見
舞
金
配
分

　

県
で
は
新
燃
岳
噴
火
に
よ
る
降
灰
除

去
作
業
中
に
負
傷
し
た
人
の
う
ち
、
次

の
要
件
に
該
当
す
る
人
へ
見
舞
金
を
配

分
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

●
対
象
者　

１
月
19
日
以
降
、
市
内
で
新
燃
岳
噴
火

に
よ
る
降
灰
除
去
作
業
中
に
負
傷
し
、

負
傷
の
程
度
が
全
治
１
カ
月
以
上
と
医

師
の
診
断
書
に
よ
り
証
明
さ
れ
た
人

●
見
舞
金
額　

１
人
当
た
り
15
万
円

●
申
請
期
限　

11
月
30
日
㈬

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

申
請
書
、
診

断
書
、
印
鑑
（
代
理
申
請
の
場
合
は
、

代
理
者
の
印
鑑
も
持
参
）、
口
座
振
り

込
み
の
場
合
は
通
帳
持
参

　

危
機
管
理
課　

　
　
　

☎
23

－

２
１
２
９

子
育
て
サ
ー
ク
ル「
す
く
す
く
」

●
日
時　

10
月
６
日
㈭　

10
時
〜
12
時

●
場
所　

高
城
保
健
セ
ン
タ
ー　

●
内
容　

高
城
高
校
の
生
徒
と
の
交
流

●
対
象　

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

●
参
加
料　

子
ど
も
１
人
に
つ
き

１
０
０
円　

※
要
予
約

　

高
城
保
健
セ
ン
タ
ー　

　
　
　

☎
58

－

６
８
０
０

在
宅
歯
科
医
療
連
携
室
オ
ー
プ
ン

　

在
宅
介
護
や
入
院
、
施
設
入
所
中
の

た
め
歯
科
医
療
機
関
に
通
院
で
き
な
い

休日急病診療機関
●診療時間　9：00～18：00
※歯科は17：00まで
月日 医療機関名 電話番号
９/18
㈰

柏村内科（内） 22-2616
久保原田中（内・小） 22-7700
竹田内科（内） 38-1036
柳田病院（脳・外） 22-4862
吉見クリニック（外・整・内） 58-5633
中山耳鼻科（耳鼻） 24-2648
一万城安楽歯科医院 26-1118

９/19
㈪

藤元早鈴病院（内） 25-1212
ケイオークリニック（内・小） 46-4500
たけしたこども医院（小） 51-0005
三州病院（外・胃・内） 22-0230
花房医院（泌） 25-1177
北原医院（産・婦） 22-4133
いままち歯科医院 39-0368

９/23
㈮

おおくぼクリニック（内） 26-1500
沖水こどもクリニック（小） 27-5656
田中隆内科（内） 52-0301
横山病院（泌・消） 22-2806
石井皮膚科（皮） 23-4588
野田医院（産・婦） 24-8553
いがらし歯科医院 25-1525

９/25
㈰

ふくしまクリニック（内・消・小） 46-5001
とくとめクリニック（内・循・消） 26-1820
瀬ノ口内科（内） 25-7780
浜田医院（胃・外） 22-1151
寺本整形（整） 22-1171
小山田眼科（眼） 22-0710
稲田歯科医院 57-2030

※診療機関は変更することがあります
詳しくは、テレホンサービス（医師会は☎
23-5555、歯科医師会は☎25-4100）で
確認してください

◎みやざき医療ナビもご利用ください
http://www.e-navi.pref.miyazaki.lg.jp
●休日当番薬局
９/18 ㈰ 調剤日研、東町、グリーン、妻ケ丘
９/19 ㈪ みまたファミリー、そうごう花繰
９/23 ㈮ 沖水、そうごうたかお、古川調剤
９/25 ㈰ つくし、そうごう都原

人
を
対
象
に
、
歯
科
医
師
・
歯
科
衛
生

士
が
自
宅
な
ど
に
出
向
い
て
歯
科
診
療

や
口
腔
ケ
ア
を
行
い
ま
す
。

●
受
付
時
間　

月
〜
金
曜
日
の
９
時
〜
15
時

　

都
城
市
北
諸
県
郡
歯
科
医
師
会

都
城
地
区
在
宅
歯
科
医
療
連
携
室

☎
０
８
０

－

１
７
６
０

－

１
３
４
９

都
城
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
を

正
し
く
利
用
し
ま
し
ょ
う

　

救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
夜
間
に
突

発
的
に
発
生
し
た
急
病
患
者
の
た
め
の

施
設
で
す
。
日
中
か
ら
症
状
の
あ
る
人

は
、
通
常
の
診
療
時
間
内
に
掛
か
り
つ

け
医
な
ど
で
受
診
す
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

　

一
刻
を
争
う
患
者
の
た
め
、
適
正
な

利
用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

健
康
課　

☎
23

－

２
７
６
５

こ
ど
も
の
健
康
診
査

●
受
付　

13
時
〜
13
時
30
分

【
１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査
】

●
日
程　

９
月
21
日
㈬

●
場
所　

高
崎
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー　

【
２
歳
６
カ
月
児
歯
科
健
康
診
査
】

９
／
16 

㈮
高
城
保
健
セ
ン
タ
ー

９
／
30
㈮
市
民
健
康
セ
ン
タ
ー

（
市
役
所
地
下
１
階
）

　

こ
ど
も
課　

☎
23

－

２
６
８
４

ご
み
の
搬
入
規
制

　

清
掃
工
場
の
定
期
点
検
整
備
の
た

め
、
次
の
期
間
は
、
草
・
木
類
、
剪せ

ん
て
い定

く
ず
、事
業
系
の
布
団
、粗
大
ご
み
（
カ

ー
ペ
ッ
ト
、
木
製
家
具
な
ど
）
の
搬
入

が
で
き
ま
せ
ん
。

●
搬
入
規
制
期
間

10
月
11
日
㈫
〜
11
月
15
日
㈫

　

清
掃
工
場　

☎
23

－

０
２
７
７

みやざき医療ナビ

23 Miyakonojo City Public Relations 2011.9



火
縄
銃
板
金
デ
ザ
イ
ン
図　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

江
戸
時
代

　

鉄
砲
が
日
本
に
伝
来
し
た
の
は
天
文
12

年
（
１
５
４
３
年
）
8
月
25
日
の
こ
と
。

当
初
の
銃
は
見
た
目
も
構
造
も
大
変
シ
ン

プ
ル
な
も
の
で
し
た
。

　

時
が
流
れ
て
江
戸
時
代
中
期
。
平
穏
な

世
に
な
り
、
鎧よ

ろ
いや

武
具
は
実
用
性
か
ら
装

飾
性
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
時
代
の
火
縄
銃
の
板
金
（
右
手
で
握

る
部
分
）
に
は
い
ろ
い
ろ
な
デ
ザ
イ
ン
が

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
史
料
は

江
戸
時
代
の
工
芸
技
術
を
現
在
に
伝
え
る

も
の
と
し
て
大
変
貴
重
で
す
。

　

都
城
島
津
家
に
は
板
金
の
デ
ザ
イ
ン
画

が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
家
紋
の
丸

十
字
紋
か
ら
動
植
物
に
至
る
ま
で
数
多
く

の
も
の
を
題
材
と
し
て
お
り
、
レ
イ
ア
ウ

ト
は
ど
れ
も
斬
新
な
も
の
ば
か
り
で
す
。

　

20
代
都
城
島
津
家
当
主
・
久ひ

さ
も
ち茂

は
、
自

身
の
肖
像
画
に
火
縄
銃
が
描
か
れ
る
ほ
ど

鉄
砲
が
趣
味
で
特
技
だ

っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

デ
ザ
イ
ン
図
の
中
に

は
彼
が
発
案
し
た
も
の

が
含
ま
れ
て
い
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

都
城
島
津

都城市立図書館　●休館日／９月19日・20日・23日・26、10月３日・６日・10日・11日 ●開館時間／9：30～18：50
高城図書館　　　●休館日／９月18日・19日・20日・23日・27日、10月４日・10日・11日●開館時間／9：30～18：00

図
書
館
だ
よ
り

都
城
市
立
図
書
館　

☎
22
-0
2
3
9

高
城
図
書
館　
　
　

☎
58
-4
2
2
4

◎
問
い
合
わ
せ

９
月
16
日→

10
月
15
日

大
学
生
の
た
め
の「
社
会
常
識
」講
座

松
野
弘
（
編
著
）
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
（
発
行
）

か
つ
て
は
、
時
代
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
い
わ
れ

た
大
学
生
。
そ
の
価
値
を
再
び
取
り
戻
す
た
め
、

企
業
社
会
や
人
付
き
合
い
な
ど
に
お
け
る
「
社
会

常
識
」
を
自
ら
学
び
、
充
実
し
た
学
生
生
活
を
過

ご
す
た
め
の
必
読
の
書
。

今
月
の
お
す
す
め
の
本

「
戦
争
を
取
材
す
る
」子
ど
も
た
ち
は
何
を
体
験
し
た
の
か

山
本
美
香
（
著
）
講
談
社
（
発
行
）

な
ぜ
戦
争
が
お
こって
し
ま
う
の
か
、
平
和
の
た
め
に

は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
…
戦
争
を
知
り
、
家
族
や

友
人
と
共
に
考
え
て
欲
し
い
。
女
性
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
に
よ
る
世
界
各
国
の
戦
場
ド
キ
ュメ
ン
ト
。

図

【
都
城
市
立
図
書
館
】
読
み
聞
か
せ
の
部
屋

本
と
お
は
な
し
の
会　
●
９
月
22
日
㈯　

14
時
30
分
〜

　

内
容　

ア
ル
プ
ス
の
少
女
ハ
イ
ジ
（
ス
イ
ス
世
界
名
作
物
語
）

お
話
し
の
部
屋
〝
そ
ら
ま
め
〞（
未
就
学
児
の
親
子
）

●
10
月
８
日
㈯　

11
時
〜

【
高
城
図
書
館
】

子
ど
も
の
た
め
の
夜
間
映
写
会
（
ナ
イ
ト
シ
ア
タ
ー
）

●
９
月
17
日
㈯　

19
時
30
分
〜
20
時
30
分

※
夜
間
の
た
め
、
保
護
者
が
必
ず
同
伴
し
て
く
だ
さ
い

お
は
な
し
ト
ン
ト
ン　

読
み
聞
か
せ
会

●
９
月
24
日
㈯　

11
時
〜

ゆ
め
の
お
く
り
も
の　

読
み
聞
か
せ
会

●
10
月
８
日
㈯　

11
時
〜

児
童

一
般

選
挙
の
は
な
し 

5

　
　

  

選
挙
人
名
簿
っ
て
？

　

選
挙
は
、
住
ん
で
い
る
市
町
村
の
選
挙

管
理
委
員
会
の
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な

い
と
、
選
挙
権
が
あ
っ
て
も
投
票
で
き
ま

せ
ん
。
こ
の
名
簿
が
、選
挙
人
名
簿
で
す
。

選
挙
人
名
簿
に
は
、
市
町
村
の
住
民
基
本

台
帳
を
も
と
に
自
動
的
に
登
録
さ
れ
ま
す
。

※ 

住
ん
で
い
る
市
町
村
の
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
る
に
は
、
３
カ
月
以
上
そ
の

市
町
村
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す

住
民
票
は
必
ず
異
動
し
て

投
票
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

　

20
歳
に
な
り
、
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
投
票
所
入
場
整
理
券
が
届
い
て
も
、

学
生
な
ど
の
理
由
で
実
際
、
都
城
市
内
に

居
住
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
原
則
と
し

て
投
票
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

実
際
に
居
住
し
て
い
る
市
町
村
で
も
、
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
た
め
投
票
で
き

ま
せ
ん
。
住
民
票
は
必
ず
異
動
し
て
、
投

票
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ

選
挙
管
理
委
員
会

☎
23ｰ

７
８
６
４

POINT

242011.9



９月になり、国際交流員としての任期も３年目
に入りました。窓の外を見ると、小さなヘリコプ
ターのようにぶんぶんと飛んでいるトンボがたく
さんいます。アメリカ人としては、トンボを見る
と真夏の暑さをイメージしますが、日本人の友達
によると、たくさんのトンボを見るともうすぐ秋
が来ると思うそうです。

日本では初夏はホタルが来る時期ですね。アメ
リカの中心部や東部にはホタルはいるらしいです
が、私が住んでいた西部では見た事がありません。
日本に来て初めてホタルを見た時、その小さく神
秘的な光に感動し、やっぱりこの世には素敵な事
がいっぱいあるなと感じました。

日本の子どもたちはよくカブトムシやクワガタ
ムシを飼ったりしますね。アメリカにはこの２つ
のとても面白い昆虫はいませんので、とてもうら
やましく思います。しかし、アメリカにはアリを
飼う子どもがたくさんいます。私も子どもの頃ア
リの巣が家にあり、アリの世界を観察していまし
た。しかし、飼育箱からアリが脱出して家中に逃
げてしまい、母に怒られました…

●
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
Ｊ
Ｂ
Ｖ
ツ
ア
ー
を
観
戦
し
ま

し
た
。
２
人
で
拾
い
、
打
つ
。
大
変
な
迫
力

で
し
た
。
特
に
男
子
決
勝
は
大
接
戦
で
、
大

い
に
燃
え
、
興
奮
し
ま
し
た
。

（
東
町　

東
町
の
テ
ツ
也
さ
ん
）

●
「
あ
の
と
き
を
忘
れ
な
い
」
を
読
ん
で
、
私

た
ち
が
出
来
る
こ
と
は
小
さ
な
こ
と
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
防
疫
対
策
へ
の
協
力
を
心
掛

け
な
け
れ
ば
と
あ
ら
た
め
て
思
い
ま
し
た
。

（
蓑
原
町　

J
O
さ
ん
）

●
昨
年
の
口
蹄
疫
の
こ
と
を
思
う
と
、
胸
が
詰

ま
り
苦
し
く
な
り
ま
す
。
今
後
二
度
と
繰
り

返
さ
な
い
た
め
に
は
、
私
た
ち
一
人
一
人
の

協
力
も
必
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。

（
姫
城
町　

猫
10
匹
さ
ん
）

●
民
生
費
の
支
出
が
多
い
こ
と
に
驚
き
ま
し

た
。
内
容
を
見
て
仕
方
が
な
い
と
も
思
い
ま

し
た
が
、
こ
れ
か
ら
高
齢
化
が
進
展
す
る
こ

と
を
考
え
る
と
、
よ
り
増
え
る
の
で
し
ょ
う

か
。

（
広
原
町　

ダ
ン
ち
ゃ
ん
）

●
「
人
の
風
景
」
を
読
ん
で
、
お
か
げ
祭
り
の

始
ま
り
を
知
り
ま
し
た
。
お
か
げ
祭
り
の
時

期
に
な
る
と
、
夏
の
到
来
を
感
じ
ま
す
。

（
五
十
町　

S
K
さ
ん
）

QUIZ 国際交流員
のひとりごと
クイル・アンダーソンさん
（アメリカ）Vol.8

「虫」に夢
む

虫
ちゅう

◎問い合わせ　生活文化課・国際化担当　☎ 23-2295

■７月号クイズの結果【応募総数43通】
◎正解／①２４　②どろんこ　③おかげ

Vol.69

問　①９月１日は「○○の日」

答  
問　② 医療費の低減にもつながります。低価格な○

○○○○○医薬品

答  
問　③ 10月にはシーズン開幕。頑張れ!!　宮崎シャイ

ニング○○○

答  

今月号を読んでのわたしの一言

▼

点
線
に
沿
っ
て
お
切
り
く
だ
さ
い
（
官
製
は
が
き
で
も
可
）

ク イ ズ広報

このコーナーでは、寄せられた「わたしの一言」の中から一部を紹介します。
また、皆さんから寄せられたご意見につきましては、今後の広報紙作成に生かしていきます。

読
者
か
ら
の
お
便
り



POST　CARD

都城市役所 秘書広報課 行
（広報  都城  NO.69  2011年9月号）

8 8 5 8 5 5 5お手数ですが
50円切手を
お貼りください

◎応募方法　はがきにクイズの答え、住所、氏名、電話
　番号と、わたしの一言や９月号を読んだ感想を書いて
　〒885－8555　秘書広報課まで。正解者の中から抽選
　で１人にプレゼントを差し上げます。
※応募者の個人情報は、広報クイズの応募の受け付け、当選  
　者への商品の発送以外には利用しません

◎応募締め切り　９月30日㈮　当日消印有効
◎発表　本紙11月号
※このコーナーでは広報プレゼントの寄付事業所を募集してい
　ます。詳細については秘書広報課まで問い合わせください
◎７月号当選者　城村友和さん（蓑原町）

商品提供事業者

【都城焼き肉三昧炭火定食ペア食事券】

読者プレゼント今月の

※9月16日～ 10月15日の日程
施設案内

PRESENT

□美術館（姫城町）☎25ｰ1447
開館時間　9：00～17：00（入館は16：30まで）
入館料　無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
９月26日㈪～10月14日㈮までは展示替作業のため休館
※10月１日㈯・２日㈰・８日㈯・９日㈰は住民票などの
　発行はできません
◎第58回都城市美術展覧会（９月９日㈮～25日㈰）

□都城歴史資料館（都島町）☎25ｰ8011
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
※毎週土曜日は、小・中学生は無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
　　　　９月13日㈫・14日㈬は臨時休館

□都城島津邸（早鈴町）☎23ｰ2116
開館時間　9：00～17：00（入館は16：30まで）
観覧料　「本宅」小学生以上100円
　　　　「都城島津伝承館」一般210円
　　　　高校・大学生150円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

□人形の館（山之口町）☎57ｰ5295
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
◎山之口麓文弥節人形浄瑠璃定期公演

９月18日㈰　14：00 ～

□山之口弥五郎どんの館（山之口町）☎57ｰ3713
開館時間　9：00～17：00
入館料　無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

□高城郷土資料館（高城町）☎58ｰ5963
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

□旧後藤家商家交流資料館（高城町）☎58ｰ6900
開館時間　10：00～16：00
入館料　大人200円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

□たちばな天文台（高崎町）☎62ｰ4936
開館時間　9：30～17：00
　　　　　㊎㊏、㊗の前日は19：00～22：00も開館
入館料　中学生以上300円　小学生100円
休館日　９月15日㈭
◎開館20周年記念イベント
「毛利宇宙飛行士の部屋」10月１日㈯～ 30日㈰

畜産王国都城が誇る牛
肉、豚肉、鶏肉と地元
食材にこだわった「都
城焼き肉三昧炭火定
食」。ぜひご賞味くだ
さい。

都城ご当地グルメ推進協議会
（姫城町 都城商工会館２F）☎46-2131

フリガナ

氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合は、イニシャルで表示させていただきます

住　所

電話番号（　　　　　）　　　　－



　国内最南端のリンゴ園、蓑
原町の多田りんご園が８月10日
にオープンし、恒例となってい
る市内の幼稚園児を招待しての
リンゴ狩りが行われました。お
よそ1haの園内には「つがる」
や「ふじ」など10種類のリンゴ
約550本が植えられていて、園児らは赤く色付き始めた
リンゴを見つけると、丁寧にもぎ取っていました。
都城市現住人口  ※国勢調査に基づく推計人口です

平成23年8月1日現在 （前月比）
世 帯 数 70,248世帯 （ 　20 ）
人口総数 168,891人　 （ －17 ）

※平成22年国勢調査速報値に基づく推計人口です。速報値では男女別人口
が公表されていないため、推計人口による男女別人口は記載していません

インフォメーション

編集後記

節電の夏。今年ほど全国民が節電に取り組んだ年
はなかったのでは。市役所ではグリーンカーテ

ンを設置し、３カ月ほどでヘチマは２階から４階を覆
いました。自宅にもゴーヤが立派なグリーンカーテン
に成長し、心地よい気分を味わえるだけでなく、苦味
の効いたおいしい料理も堪能。また、クーラーも使わ
ずによしずや扇風機で今年の夏は過ごせそうです。次
は種類を増やし大きなネットでと気持ちは早くも来
夏。皆さんも挑戦してみては！（栗）

■MRTラジオ（AM放送936kHz）
　「みやこのじょうドキドキナビ」
　毎週：月～金曜日（祝日除く）15：30 ～15：45
■シティエフエム都城（FM放送76.4MHz）
　「インフォメーションM」　毎週：月～金曜日
　9：49 ～ 9：54、15：54～15：59（再）

■BTVケーブルテレビ
　（デジタル111ch、アナログ5ch）
　※毎回10分間放送
　「みやこんじょジャーナル」
　① 6：50 ～　②11：50 ～　③17：50 ～
　④20：50 ～　⑤22：50 ～

ラジオ番組の案内

テレビ番組の案内
市の提供番組紹介

今月の表紙
おいしいリンゴとれたよ

～都城が生んだピアノの巨匠～
都城出身の芸術家を紹介する「盆地の
音楽家シリーズ」。今年は、日本を代
表するピアニスト・迫昭嘉のリサイタル
をお送りします。

●日時／ 10月22日㈯　開場17：30　開演18：00
●料金／〔全席自由〕　1,000円
　※未就学児童は入場不可となります
● チケット取扱店舗／ＭＪチケットカウンター、グローミュ

ージック、西村楽器都城店、平和堂楽器店など
◎問い合わせ　都城市総合文化ホール　☎23‒7140
　　　　　　（チケット専用電話番号　☎23‒7190）

特別ゲストに西尾夕紀（演歌歌手）を
招いて、カラオケ祭りを行います。
ゲストステージ以外にも、歌うことが
大好きな人がプロと同じステージで歌
います。
●日時／ 9月19日㈪　開場12：00　開演13：00
●会場／ウエルネス交流プラザ　ムジカホール　
●チケット料金／前売り：2,500円　当日：3,000円
　※西尾夕紀ＣＤ付
◎問い合わせ　ウエルネス交流プラザ　☎26‒7770

交流プラザ主催カラオケ祭り

イベントカレンダー （９月16日～10月15日）
※〔　〕内は場所、 は問い合わせ先

9
月
23日㈮～10月９日㈰
重陽の節句と後のひな
※お茶会　10月８日㈯　15：00 ～19：00

〔旧後藤家商家交流資料館〕
　旧後藤家商家交流資料館　☎58-6900

25日㈰　10：00 ～
秋の陣G1グランプリ〔滝の駅せきのお〕

　滝の駅せきのお　☎37-3405

10
月
８日㈯　11：00 ～ 21：00
2011都城焼肉カーニバル〔観音池公園〕

　都城観光協会　☎23-2460

10日㈪　９：00 ～16：00
道の駅山之口　秋の感謝祭〔道の駅山之口〕

　道の駅山之口　☎57-5222

15日㈯　10：00 ～ 21：30
山之口どんどんまつり

〔山之口運動公園陸上競技場〕
　山之口商工会　☎57-2016
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